


1 国連・子どもの権利委員会に対する NGO レポートの提出と予備審査　～ 2018 年 9 月の本審査に向けて政府は委員会に建設的かつ開かれた対応を～

　本誌 154 号（2017 年 9 月）で報告したように、日本政府は 2017 年６月末、子どもの権利条
約の実施状況に関する第 4 回・第 5 回統合定期報告書を国連・子どもの権利委員会（以下「委員会」）
に提出した。報告書の内容が大きな問題を含むものであることも、そのさい指摘したとおりである。
　前回の報告の執筆時点では

「委員会による審査の日程はまだ確定していないが、報告書の提出順に審査が行なわれていくとすれ
ば、2019 年１月の会期（第 80 会期）になる見込みが高い。ただし、2018 年９～ 10 月の会期（第
79 会期）になる可能性も残されている」
　と見込んでいたものの、その後、審査は第 79 会期に行なわれることが決定した。その場合、
NGO レポートの提出期限は 2017 年 11 月１日ということになる。
　そのため、非常にあわただしい作業になったものの、子どもの人権連を含む約 20 団体が参加する

「子どもの権利条約 NGO レポート連絡会議」（事務局・子どもの権利条約総合研究所、以下「連
絡会議」）では大車輪で NGO レポートの作成作業を進め、日本時間の 11 月１日朝、無事に委員
会に提出することができた。
　連絡会議の NGO レポートは、委員会が定めている報告ガイドラインにしたがい、9 分野・66 項
目から構成されている（ただし、「東日本大震災・福島原発事故」と「子どもの貧困」については〈子
どもの権利に影響を及ぼしている主要な分野横断的問題〉として冒頭で取り上げた）。その内容は
末尾に資料として掲載した目次のとおりである。NGO レポート本体のほか、特定の問題に関してよ
り詳しい情報を提供するためのアネックス（添付資料）を、2018 年１月に追加で提出したものを
含めて 10 点提出した。厳しいスケジュールのなか協力していただいた団体・個人のみなさんに、あ
らためてお礼を申し上げる。
　そして、2018 年２月５～９日には第 79 会期に向けた委員会の会期前作業部会（pre-sessional 
working group）がジュネーブで開催された。これは、NGO レポートを提出した団体の代表を委
員会が招き、団体のプレゼンテーションとその後の質疑応答を踏まえて、政府に対する事前質問事項

（List of Issues）を作成するための会合（予備審査）である。連絡会議も、日弁連（日本弁護士
連合会）など同様にレポートを提出したいくつかの団体とともにこの予備審査に参加し、限られた
時間のなかで情報提供を行なってきた。
　予備審査の具体的な日時や内容は非公開であり、委員からどのような質問が出されたかなどにつ
いて明らかにすることはできない。しかし、各委員とも NGO から提供された情報をよく読みこんで
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おり、日本で条約および委員会のこれまでの勧告がどのように実施されているかについて―他の国々
の場合と同じように―高い関心を持っていることがうかがえた。
　日本に対する事前質問事項は２月中旬～下旬には公表される見込みである。日本政府は、これに
対する文書回答を６月中旬ごろまでに提出するよう要請される。NGO としては、事前質問事項およ
び政府の文書回答の内容を踏まえて、８月中旬までにあらためて追加情報を提出することが可能で
ある。そのさい、事前質問事項で取り上げられていない論点について情報提供を行ない、本審査で
政府代表団に質問するよう委員会に促すことも問題ない。
　日本の報告書の本審査は、第 79 会期（９月 17 日～ 10 月５日）のいずれかの日に行なわれる。
具体的な日時が確定するのは６月～７月の見込みである。審査の模様はインターネットで生中継さ
れ、アーカイブ（記録動画）も保存される。連絡会議としては、引き続き委員会に対する追加情報
の提出の準備を進めるとともに、委員会の事前質問事項に対して誠実に回答するよう政府関係省庁
に働きかけるなどの取り組みも行なっていきたい。

【資料】子どもの権利条約 NGO レポート連絡会議が提出した NGO レポートの目次
はじめに
子どもの権利に横断的影響を与える主要な問題

A．子どもの権利の視点が希薄な東日本大震災・福島原発事故への対応
B．子どもの貧困に対応するための十分な措置がとられていない

I．一般的実施措置
I － 1．包括的な子どもの権利法の制定の必要性
I － 2．条約に依然として消極的な裁判所／個人通報制度の受け入れの必要性
I － 3．政策立案における権利基盤アプローチの欠如／依然として不十分な制度的基盤
I － 4．依然として重要なデータを委員会に提示しようとしない政府の不誠実さ
I － 5．子どもの最善の利益を十分に考慮しない予算策定
I － 6．ビジネス分野における子どもの権利保障
I － 7．ODA における予算拡充と子どもの権利基盤アプローチの必要性
I － 8．質・量ともに不十分な条約および委員会の勧告等の広報

II．子どもの定義
II － 1．少年法の適用年齢の現状維持および性交同意年齢の引き上げの必要性

III．一般原則
III － A．一般原則：差別の禁止

III － A － 1．包括的な差別禁止法の速やかな制定が必要
III － A － 2．とくに朝鮮学校の児童生徒に対するヘイトスピーチ／ヘイトクライムの実態
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III － A － 3．婚外子差別解消における前進と残された課題
III － A － 4．女子差別撤廃のためにとくに教育面でいっそうの努力を
III － A － 5．セクシュアルマイノリティの子どもに対する差別防止のために必要なさらなる教育上

の措置
III － A － 6．先住民族としてのアイヌの子どもの権利保障
III － A － 7．外国人の子どもに対する比例性を欠いた出入国管理法上の処罰

III － B．一般原則：子どもの最善の利益
III － B － 1．立法における子どもの最善の利益原則の明記と政策・実務への統合を
III － B － 2．出入国管理をはじめとする諸手続で子どもの最善の利益は十分考慮されていない

III － C．一般原則：生命・生存・発達への権利
III － C － 1．福島原発事故による被曝（不安）で苦しむ子どもと親へのケアが不十分
III － C － 2．最低基準や指針の不十分さによる事故で死亡・負傷する子どもたち
III － C － 3．子ども・若者の自殺対策のいっそうの強化を
III － C － 4．米軍基地の存在で生命・生存・発達を脅かされる沖縄の子どもたち

III － D．一般原則：子どもの意見の尊重／子どもの参加権
III － D － 1．子どもの意見表明および意見の尊重は十分に確保されていない
III － D － 2．学校における意見表明・子ども参加は依然として困難なまま
III － D － 3．社会的養護における子どもの意見表明・参加保障の必要性
III － D － 4．立法・政策立案における子ども参加の不十分さと主権者教育強化の必要性

IV．市民的権利および自由
IV － 1. 子どもの無国籍・無戸籍が生じないことを確保するための措置をとるべきである
IV － 2. 国旗・国歌の強制で侵害される子どもの思想・良心の自由
IV － 3. 子どもの権利を過剰に規制する校則が依然として維持されている

V．子どもに対する暴力
V － 1．子どもの体罰の全面禁止と啓発措置強化の必要性
V － 2．増加を続ける児童虐待通報件数と早期の支援的介入・事後の心理的ケアの強化の必要

性
V － 3．体罰をはじめとする学校暴力に対する取組はいまなお不十分
V － 4．いじめ防止対策推進法をより効果的に実施する必要性
V － 5．潜在化する性的虐待への適切な対応が必要
V － 6．デート DV の公的認知と予防教育の強化を
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VI．家庭環境および代替的養護
VI － 1．ほとんどが就労しながらも厳しい状況に置かれ続けるひとり親家庭
VI － 2.．児童虐待・ネグレクト事案における一時保護手続きの不備
VI － 3．依然として施設偏重の代替的養護
VI － 4．子どもの最善の利益を考慮した家族との交流および家族の再統合を
VI － 5．子どもの最善の利益がいっそう考慮されるようにするための養子縁組制度改革を

VII．障害、基礎的な保健および福祉
VII － 1. 「特別支援教育」からインクルーシブ教育に向けた取り組みの必要性
VII － 2. 色覚検査の再導入をはじめとする学校保健の問題
VII － 3. リプロダクティブヘルス教育は体系的・効果的に提供されていない
VII － 4. 待機児童問題の解消と「保育の質」の向上のためにさらなる努力が必要

VIII．教育、余暇及び文化的活動
VIII － 1．東日本大震災・福島原発事故が教育に及ぼした影響
VIII － 2．悉皆の学力調査等により教育制度の競争的性質は助長されている
VIII － 3．「教育改革」の問題点と教育への国家的介入の強化
VIII － 4．政府の意向を反映する教科書検定および採択
VIII － 5．子どものニーズに追いつかない教育条件整備／悪化する教職員の勤務状況
VIII － 6．就学前教育の拡充の必要性
VIII － 7．後期中等（高校）教育・高等教育における教育の機会の不均等
VIII － 8．オルタナティブ教育のいっそう推進と充実の必要性
VIII － 9．人権教育・子どもの権利教育はむしろ後退している
VIII － 10．自らの言語・文化を保障されない外国につながる子どもたち
VIII － 11．不利な立場に置かれた外国人学校・民族学校と朝鮮学校の子どもたちに対する制度

的な差別

IX. 特別な保護措置
IX － A．人身取引・性的搾取・経済的搾取

IX － A － 1．不十分な子どもの人身取引対策
IX － A － 2．子どもの性の商品化
IX － A － 3．日本における児童労働とアルバイトする子どもの搾取
IX － A － 4．児童の売買、児童買春及び児童ポルノに関する児童の権利に関する条約の選択議

定書
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IX － B．少年司法
IX － B － 1．子どもの権利条約から乖離する一方の少年法「改正」
IX － B － 2．少年司法の刑事裁判化
IX － B － 3．司法手続きを受ける子どもへの身体的自由の制約の拡大
IX － B － 4．身体拘束を受ける子どもの教育アクセス権保障の問題
IX － B － 5．非行等の課題を抱えた子どもに対する警察主導型の対策

添付資料（アネックス）一覧（2017 年 10 月現在）
1. なくそう戸籍と婚外子差別・交流会
2. 在日朝鮮人人権協会
3. IFCA (International Foster Care Alliance)

添付資料追加（アネックス II）一覧（2018 年 1 月提出）
1. 東日本大震災子ども支援ネットワーク
2. 創価学会女性平和委員会
3. フリー・ザ・チルドレン・ジャパン
4. 中国帰国者の会
5. 子どもの権利条約関西ネットワーク
6. 東京シューレ
7. 子どもと法 21
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Ⅰ　活動の狙い
今の社会には、環境、教育、国際…向き合うべき、答えのない問題がたくさん取り残されています。

しかしこれからの未来を担っていく子どもたちには、社会問題について深く考える機会も、誰かの意
見を聞く機会も、自分の意見を発信する機会もありません。

　また、社会を作っているのは、知らない政治家や国会議員などの「自分ではない他のだれか」
であり、子どもたちは自分たちがこれからの社会を担っていくのだという意識を、今の学校の中だけ
では なかなか得ることができません。

　このままで、社会はよりよく変わり続けることができるのでしょうか？私たちの理念は、そうした
社会において私たち「子ども国会」が社会的な役割としてこうあるべきだという状態を表したもので
す。

「子ども国会」では、学校や年齢を越えた様々な人たちと出会い、多くのことに関心を持ち、視
野を広げ、社会に声を届けることができます。そのような機会と場をつくっていくことが、私たちの
活動です。2004年に発足した子ども国会実行委員会は2016年度で第13期メンバーとなりました。
大学生 8 名高校生６名の計 1 ４名のメンバーが、12 年目となる子ども国会実行委員会で活動しま
した。

Ⅱ　第13回子ども国会　～話す、届ける、広げ合う～　報告
i. 開催概要

第 13 回子ども国会は、「～話す、届ける、広げ合う～」を副題に掲げ、8 月 11 日（木 / 祝）
～ 8 月 12 日（金）の日程で開催いたしました。一日目と二日目の午前は、国立オリンピック記念
青少年総合センターを会場に、6 つの社会問題について議論しました。分科会の内容は、「日本経済」

「理想の道徳教育」「待機児童」「男女平等」「私たちのフードロス問題」「アバウト・マナビ～等し
い教育について～」で、どの分科会も白熱した議論を行うことができました。その議論の内容と子
ども議員 ( 参加者 ) の提言は、「宣言書」という形にまとめ、二日目の午後には衆議院第二議員会
館へ移動し分科会の発表、その後、参議院別館特別体験プログラム会場にて宣言書の「採択」を
行いました。参加者 ( 子ども議員 ) は小中高生合わせて 30 名でした。
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ii. 当日の様子
8 月 11 日 ( 一日目 )
・開会式

第 13 期代表からの挨拶ののち、各分科会のファシリテーターによる分科会紹介と、穏やか
に始まった開会式でした。皆の視線から、緊張と熱い想いが伝わってきました。参加者の皆から、
緊張と熱い思いが感じられました。

・議論 ( 午前の部 )
まず初めに各分科会で自己紹介やアイスブレイクが行われ、議論の導入部分へと進んでいきま

した。分科会ごとにファシリテーターとサポーターを中心に打ち解け、盛り上がって話す場面も
見られました。

・昼食
分科会ごとに食堂へ集まり、昼食の時間となりました。分科会内での交流が主で、どの分科

会も輪になり楽しそうにおしゃべりしながら昼食をとっていました。
・議論 ( 午後の部 )

午後の議論では、午前中の導入をもとに話の内容を整理したり調べたりしながら本格的な議
論をしていきました。内容も細部にわたるにつれて難しくなっていき、悩む姿も見られました。
参加者の真剣な表情が印象的でした。休憩もはさみながら、深く問題について考えていきました。

・夕食
会場内の食堂・カフェテリアふじにて、夕食をいただきました。参加者同士すっかり仲良くなっ

て、ごはんの後には分科会でゲームをしたり、他の分科会へも遊びにいったり分科会を超えて交
流する姿もみられました。打ち解けながら、あと一息、最後の議論に備えます。

・議論 ( 夜の部 )
夜の議論ではいよいよ詰めの段階に入り、どの分科会も真剣に議論していました。この時間

になると、たくさんの付箋や模造紙を囲んで話し合う分科会も多く、思い思いの形で話し合って
いました。だんだんと長い討論の疲れも見られるようになりましたが、気分を変えながら楽しく
議論を進めていきました。

8 月 12 日 ( 二日目 )
・議論 ( 発表準備 )

朝食を終え、発表準備の時間となりました。まずは一日目に話し合ったことを振り返りながら
「宣言書」を作成し、その後模造紙にまとめたりと、わかりやすく議論の内容を伝えられるよう
発表準備を進めていきました。発表の担当を決めたのち、発表の練習も行いました。分科会内
で参加者が自分たちで工夫し個性を生かして準備を進めていく様子が見られました。

・発表
昼食ののち、国立オリンピック記念青少年総合センターから衆議院第二議員会館に移動し、

いよいよ発表です。話し合いによって出てきた問題点、そのための自分たちなりの提言を発表し、
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子ども議員の皆で共有しました。模造紙や紙皿を使ったりと、分科会ごとの工夫が表れていま
した。

・採択
参議院別館特別体験プログラム会場に移動し、「採択」を行います。採択会場は、厳粛な雰

囲気を漂わせていました。子ども議員たちは、緊張した雰囲気の中でも会場に負けないくらい堂々
と「子ども議員からの提言」を発表することができました。全員がどの分科会の内容にもしっか
り耳を傾け、最後は全体で宣言書を採択しました。

・全体交流
全体交流の時間には、参加者もスタッフも、他の分科会のメンバーとの間にも、たくさんの話

が飛び交いました。分科会の話、学校の話、進路などなど…達成感とともに交流ができた、楽
しいひとときだったのではないでしょうか。

・閉会式
閉会式は、色々な人ともっと話したかったという気持ちと、イベントを無事に終えられた達成

感や満足感の両方が混ざり合った雰囲気でした。「楽しかった」「また参加したい」という参加
者の声も多くあり、実行委員としては嬉しく思います。代表からの挨拶で、第 13 回子ども国会
は幕を閉じました。

iii. 宣言書の概要
「日本経済」分科会
・労働者の技術向上方法（＝経済格差の是正策）を考える。
・学歴とは違う、個人の能力を過程から残すための評価ノートの作成。
・親、子ども、先生、スクールカウンセラーで４者面談の実施。能力別に絶対評価で判断。
・技術を養成しながら賃金を得ることが出来る技術養成企業を設立。

「理想の道徳教育」分科会
・「大人にしてほしいこと」「自分達でできること」に分けて考える。
・学習指導要領 47 ページ 21 行目「信頼」に関しての記述について。
・道徳学習指導案 ( 略案 ) の作成。

「男女平等」分科会
・「男性の育休」「育休のメリット」「マタハラ防止」に力を入れた “子育て特区” をつくる。
・働く人たちへ教育・セミナー等を提供する。
・学校教育 ( 中学校・高等学校 ) の中で子育てへの理解を深めるカリキュラムを作成する。
・企業と国で協力し、メディアを利用した風潮づくりを行う。
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「待機児童」分科会
・保育園などを利用せず、地域の人材（シルバー人材の活用と学校教育による部活動の活用）
で待機児童数を削減。

・午前中は、高齢者が子どもの面倒を見て伝統的な遊びを伝えるなど世代交流を図る。
・放課後は、中学高校に部活動として「保育部」を設立し、その部員たちが遊び相手となる。
・省庁からの支援を行い、保育部の全国大会 ( オムツ早替えなどの種目 ) を開催する。
・事業主体として NPO 法人習い事保育を設立。

「私たちのフードロス問題」分科会
・フードロスを１年間かけて授業として取り扱うとしたら、という想定で 4 月から 3 月にかけ
て年間カリキュラムを作成。

・例 )8 月：料理を作ってごみの量を写真で撮ってくる ( 宿題 )
　12 月：フードロスの少ないレシピを考える

「アバウト・マナビ～等しい教育について～」分科会
・環境に影響されずに、教育の平等な機会を得られる社会のためにはどうすべきか考える。
・学校…カリキュラムを変えたクラス編成を行う。先生の学力チェックを定期的に行う。
・塾…塾の役割を学校教育の中に盛り込み、学校で十分な教育を受けられるようにする。
・地域格差…他の学校にはない特徴を持った魅力的な学校を作り、人を集める。
・お金…地方交付金などの援助の活用。

Ⅲ　意見交換会報告
i. 開催概要

子ども国会では、子どもの意見を社会に発信する機会として「意見交換会」を開催しています。
8 月の本会で採択した宣言書を省庁や企業などの方々にお渡しし、実際にその問題に取り組む
方のお話を伺うことで、子ども国会における議論にとどまらず再度社会問題について考える機
会ともなっています。分科会ごとにテーマに沿った意見交換先と、順次、意見交換会を実施い
たしました。

ii. 意見交換会内容
「私たちのフードロス問題」分科会

9 月 30 日に、フードロスチャレンジプロジェクト代表　大軒恵美子さんと意見交換を
行いました。参加者は子ども議員 3 人、実行委員 2 人でした。

10 月 7 日に、消費者庁消費者政策課　宮川美幸様と意見交換会を行いました。参加
者は子ども議員 2 人、実行委員 3 人で、消費者庁内会議室が会場となりました。
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「理想の道徳教育」分科会
「アバウト・マナビ～等しい教育について～」分科会

10 月 20 日に、文部科学省 初等中等教育局教育課程課　教育課程第一係長 栗林芳樹様と
意見交換会を行いました。文部科学省内会議室にて、参加者は実行委員 4 人、2 分科会同時
開催となりました。

「日本経済」分科会
10 月 27 日に、厚生労働省 職業能力開発局 総務課 企画法令係 朝井優様、職業安定局 派

遣・有期労働対策部 企画課 企画法令部 渡部慎平様、若年者雇用対策室 高橋翼様と意見交
換会を行いました。参加者は実行委員 4 人、厚生労働省内会議室で開催しました。

Ⅳ　子ども国会２０１５冬　～最高密度の討論を！～　報告
子ども国会では、中高生に議論をより身近に感じてもらうことを目的として日帰りの小討論会のイ

ベントを開催しています。今年度の冬の日帰りイベントは、一泊二日の夏の子ども国会に負けないく
らい密度の濃い議論を一日のイベントで提供しようということを理想に掲げ、充実した内容のイベン
トを目指しました。12 月 28 日（月）、国立オリンピック記念青少年総合センターを会場に、41 人
の中高生に参加していただき開催しました。それぞれのテーマを設定した討論グループである「分
科会」として、「「食」から考える子どもの貧困」「子どもの豊かさとは」「農業問題」「日本の難民
問題」「これからの学校教育」「少子化」の 6 つを設定しました。

Ⅴ　春のとーくまつり　～発見！まだ知らない自分～　報告
春の日帰りイベントは、3 月 28 日（月）に国立オリンピック記念青少年総合センターにて開催し

ました。このイベントには合わせて 53 人の小中高生に参加していただき、「領土認識の差」「スマホ
依存症」「日本の難民受け入れ体制」「生活習慣病」「観光」「ヘイトスピーチ」「早期英語教育」「18
歳選挙権」「著作権」「いじめ問題」の 10 分科会で開催しました。このイベントは、子ども国会に
より多くの中高生にきてもらい議論を楽しんでもらいたいというコンセプトで開催し、幅広い興味に
対応できるよう分科会も通例より多めに設けました。にぎやかな雰囲気の中、楽しくかつ真剣に議
論できました。

Ⅵ　第13期活動報告会　報告
第 13 期子ども国会実行委員会では、これまで子ども国会に協力いただいた大人の方々や実行委

員の OB・OG、過去のイベントの参加者、また子ども国会に少しでも興味のある全ての方々へ向け
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て、11 月 2 日（水）、国立オリンピック記念青少年総合センターにて、今年度の子ども国会の活動
報告を行いました。これまでの子ども国会を振り返り、次年度への引き継ぎの節目としました。この
活動報告会は中高生から社会人、子ども国会をよく知る人知らない人、様々な方の交流の機会とな
りました。

Ⅶ　子ども国会のこれから
第 13 期子ども国会実行委員会では、第 12 期子ども国会実行委員会を振り返り、子ども国会の

意義や目的を問い直し、これまで積み重ねてきた経験に縛られず新しい子ども国会の形を模索しま
した。メンバーも新しい顔ぶれを多く迎え、様々な人が関わることで多くの試行錯誤をすることがで
きました。今期第 14 期では、再確認した内容をもとにしっかりとノウハウを定着させ、参加者一人
一人のことを考えた「子ども国会」の議論をこだわって作り上げていきます。特に今期は議論の内
容の充実を図り、参加者の満足度と社会への発信の方法に工夫を重ねていきます。

「子どもへこれからの社会と向き合うきっかけを提供する」という理念に基づき、常に参加者＝
子どもにとって、さらに充実した「出会い」「話し」「伝える」場の提供のために努力していきたいと
思います。
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わたしがフォーラムで楽しかったことベスト３
１位：みんなでおとまりしたこと！

一番心にのこっているのは、みんなでおふろにはいったこと！ひまちゃんとえみるとフォーラム
でなかよくなったらんちゃんといっしょに入りました。お風呂の雰囲気は、１泊２日のフェリーの
中で入るようなおふろの感じでした。それはどんな感じかっていうと、壁が灰色で、おふろの中
全体がちょっときまずい感じ。おふろは広くてすいていたので、ちょっとおよぎました。おともだ
ちとおふろにはいるって、ちょっととくべつな感じでした。

２位：おふろのあとのアイスクリーム！
おふろにはいったあと、千里金蘭大学からユースホステルへ行くときになかよくなった大学生

のおねえちゃんといっしょにコンビニへいきました。ローソンではパピコのコーヒー味のアイスを
かって、セブンイレブンでおっさんのイカのおつまみをかいました。（おねえちゃんに「おっさん
やな」といわれた）アイスを食べたあと、次の日に、子ども編集部のみんなと「気ままに楽しい
休み時間」という分科会を企画していたので、わたしたちの部屋に、ゆうりとくろとともとアフ
ロがきて、うちあわせをしました。分科会は、活動紹介のあと、みんなでゲームをして、４つの
グループ（段ボールアート、カードゲーム、スライムづくり、しゃべりば）にわかれてすることに
しました。わたしはスライムチームに入りました。スライムは、小さいタッパーにボンド・大さじ
５と、しお・小さじ４分の１と、水・４分の１と片栗粉・小さじ５分の１をいれて、つまようじで
まぜます。せいこうしたけれど、白くてベタベタしたボンドのスライムはてざわりがきもちわるかっ
たです。

３位：交流会！
交流会は想像とちがいました。わたしが思ってい

た交流会は、食堂に、ごくふつうの白いご飯があっ
て、ふりかけがあって、おかずがある～イメージだっ
たけど、すごくごうかでした！たとえば、さしみ、すし、
やきそば、からあげ、ポテトサラダ、パイナップル、
メロン！ね、ごうかでしょ。
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　　　＊　　　　＊　　　　＊
フォーラムの発表で心に残っているのは観客が少なかったことです。２０００人位きてくれてい

るかなぁ～と思っていたけど、舞台の上からみたら少なくて（のべ 900 人の参加）、小さなつぶ
つぶがちょこちょこある感じでした。みんなでフラッシュモブをしました。「恋ダンス」は学校で
ははやっていて、休み時間にともだちとやっていたのでばっちりでした。だからあまりきんちょう
はしませんでした。ちなみにわたしは子ども実行委員会企画「きいてぇや！ホンマな・・・」に
出ました。私は「あそびたいときにあそべていますか？」というグループに参加して、考えた俳
句を発表しました。「宿題は　土日だからって　多いんだ」というのが私の俳句です。

（れいみ）

「いろいろあったフォーラム」
私は、フォーラムのなかで心に残っていることが２つあります。１つは５月に開いた「プレフォー

ラム」で、子どもとおとなでいっしょにいろいろしゃべったことです。「もしも宿題がなかったら～」
というのをみんなで話しあったのが楽しかったです。私は宿題はないほうがいい！と思いました。
だって、めんどくさいし、出しても意味がないし。いらないと思います。おとなはなんで出したが
るのかなと思いました。もう１つは、フォーラム本番のフラッシュモブで、ＳＵＮと恋ダンスをお
どったことです。あと、司会もしました。両方、はずかしくなくて、楽しかったです！司会は、子
ども会議のおとなスタッフが司会のことをいろいろわかりやすく教えてくれたので、助かりました。

子ども会議で楽しかったのは、俳句をつくっ
たことです。自分たちでつくった俳句を筆で
でっかく書くのが楽しかった！正直言うと…最
初の子ども会議のころは「なんでこんなんする
のかな～」も多くて、マイクをつくったりする
のもおもしろくなくて、いくのがめんどくさい
日もありました。でも、みんなでポケモンＧＯ
のキャンディー探しをしたのは楽しかったな！

　　　＊　　　　＊　　　　＊　
フォーラムをもしもまたするとしたら、司会もしたいし、裏方もしたいと思いました。私のお

兄ちゃんはリレートークの司会をしていました。それを見て、お兄ちゃんとか、舞台で話す人は、
よくしゃべれるなと思いました。フォーラムで残念だったのは、自分が裏（舞台そで）にいたの
で見れなかったんだけど、劇を見たかったです。あと、ダンス甲子園をやったらいいのに～とか、
もっとダンスがしたかったな～、ブラバンのかわりにどっかの高校のダンス部に来てほしかった
な～とか思ったりしました。

フォーラムがおわってから「さとにきたらええやん」の映画を見に行きました。こどもの里で
仲よくなった子がいるかな～と思って行ったけど、おとなしか知っている人はいませんでした。で
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も、意外とおもしろくてはまって、あそびに行きたいと思いました。はずかしいので、たぶんい
かない…?!

来年のフォーラムは長野であるそうです。観光をかねて行きたいな。みんなで行くと、なんか
楽しそう！

（ちいち）

子どもの権利条約フォーラム2016in 関西
私は去年「子どもの権利条約フォーラム 2016ｉｎ関西」に参加しました。４月から集まって

毎月フォーラムの準備をしてきました。12 月11 日が最後の会議でリハーサルをしました。私は、
俳句のチームでした。子どもの気持ちを俳句にして、フォーラムでみんなに伝えようというチー
ムです。それと私は、司会もつとめました。セリフは少し多かったけど、挑戦しました。そして本番。
本番は、初めに泉南中学校吹奏楽部の演奏がありました。とても迫力があって、すごかったです。
そのあと、フラッシュモブをしました。星野源の「サン」と「恋ダンス」をおどりました。「サン」
のなかに出てくるボックスステッフがむつかしくって、足がこんがらがりそうになりました。そして、
休憩に入りました。

そして私が司会をする第２部に入りました。司会はとても緊張したけど、その緊張がとても楽
しく、司会が終わった後に、「もう一度やりたいな」「またあの舞台に立ちたいな」という気持ち
があふれてきました。俳句の発表も、とても緊張したけれど、楽しく発表できたと思います。あ
んなに多くの人々に話を聞いてもらえてとてもすっきりし、一番心に残りました。そして交流会な
どもあり、長野の方とも仲良くなれました。

そして２日目。２日目は、分科会をしました。分科会では「子どもの権利って、なに色？ねこのポー
ポキと全身で表現しよう！」に参加しました。いろいろな権利のことをまなびました。その後、
休み時間という私が担当する分科会をしました。しゃべり場やトランプ、ウノやスライでムをつくっ
たり、段ボール工作等いろいろなあそびがありました。そして最後に、長野に向かって紙飛行機
を飛ばしました。とてもとても楽しい＆経験になった２日間でした。本当に思い出に残りました。

（あやの）

楽しみと驚きと発見のフォーラム
フォーラムは、おもしろくて、驚きや発見がありました。フォーラムで楽しかったことは、子ど

も代表のあいさつをしたことです。理由は初めてあいさつをやらせてもらって、大勢の人前で自
分の思ったことを言えたからです。あいさつは、簡単そうに見えたけれど、やってみるとけっこう
むずかしかったです。私のあいさつが今までやってきたこととちがったら、他の子のがんばりを
無駄にしてしまうから。吹田市長もいて、人がたくさんいたから緊張しました。でも少ししたら、
慣れました。緊張したけど楽しくて、あとで「あのあいさついいね」とほめられたからうれしかっ
たです。ほめられることはあるけど、いっぱい苦労したからたぶん人生で一番うれしかったと思
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います。このことをきっかけにいいことが１つありました。それは、自信がついたことです。前は
こんなに大勢の人の前で話したことはなかったので「私は大勢の人前でも自信をもって話せたん
やぞ！（自慢？）」みたいな。次にしたフラッシュモブは、好きな曲で踊れたし、振付けを覚える
のに時間がかかったからその分、楽しみが増したんだと思います。

発見は、分科会でポーポキという団体があることです。初めてポーポキと聞いたとき「なんや
ろ？」と思ってその分科会に行ってみると、ポーポキは猫でした。分科会では４枚の紙芝居をつ
くりました。とても楽しかったです。私の企画した分科会は「気ままに・楽しい休み時間」です。
前に子どもの権利条約フォーラムに編集部で参加したとき「もっとみんなであそびたい」「とも
だちをつくる時間もほしかった」と思いました。ゆっくりだらだらしたり、おにごっこした後の方
が自分の気持ちをいえるのに。「休む」「あそぶ」が子どもには大切やねん！と思いました。 

「きいてぇやほんまはな…」の発表は、
俳句チームを担当しました。私がつくった
俳句は「ストレスは　発散しても　またた
まる」です。ストレスは、学校でともだちと
愚痴を言いあって発散するけど、愚痴のも
ととなる学童に行くとまた何か言われて腹
が立ってストレスがたまるという意味です。
私は「きいてぇや…」の発表よりも、分科
会の方が気が楽でした。理由は、俳句の発
表のときは、目の前に大きな俳句の紙があっ
て、お客さんの反応がわからなくて「何が言いたいいんやろう」と思われていたら…と不安でした。
それに比べて、分科会はじかに参加者の反応がすぐにわかるからです。

フォーラムが終わったあと、「子どもＮＰＯ」という名古屋から参加してくれた子どもが企画し
た「トークライブ」というフォーラムに行きました。今回、助成金をもらえたので夜は一緒にと
まることができたから、フォーラムに行ったら知っている人が前に立って、司会をしていました。
私は「居場所」の分科会に参加して「どんな居場所があったらいいか」と聞かれて意見をだし

ました。たとえば①広い②おとながいない③フッカフカのベッドがある④電子機器や楽器がある。
私は「もしも家がすごくでかかったら～」とかいろいろ想像するのがすきです。でも友だちに言
うと「あるわけないやん」といわれておわるけど、こういう所では、想像も役に立つんだなと思
いました。私が思うフォーラムのいいところは、いろんなところに住んでいる人と知りあえるとこ
ろ。年齢をこえて話しあえたり、自分の意見を言いあえるところ、いろんな経験をして自信をつ
けられるところ。他にもいろいろです。次は長野でフォーラムがあるから行ってみたいです。　

　　　　　（ひまり）

今回、子ども会議でなかよくなったともだちとお泊りができたので、前日からみんなフォーラ
ムがとても楽しみだったといっていました。お風呂にはいったり、テレビをみたり、朝ごはんをた



16いんふぉめーしょん　2018.3 / No.156

べたり、とくべつな感じが楽しかったです。他に参加したともだちの一言の感想はこんな感じです。
・みんなといれてたのしかった！
・フォーラムのれんしゅうのとき、ともだちができてうれしかった。
・フォーラムは、みんなでワイワイたのしいぞぉ！
・いままでだれにも言えなったことが言えてきもちかった。
・フォーラムにきてから「自分の意見」を言えるようになりました。
・楽しくて、日ごろのかなしみやなやみもわすれることができました。
・いいたいことがいえてたのしかった。
・自分の考えをはっきりいえる人になりたいと思った。
・思っていたことが言えてうれしかった。
・いままで会えなかった人たちと出あえて、宝物の時間ができた。
・おとな全員が子どもをきらっているわけではないとわかった。なのですごく楽しかった。
・嫌な気持ちをコトバにして自分の中から出すのは難しい。でも、一人ではダメだったことも

みんなと一緒ならできる。
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１　はじめに
今年度第 10 回となる「九州外国ルーツの生徒交流会 in 熊本（旧 在日外国人生徒交流会 in 熊

本）」を、熊本市教育委員会、八代市、八代市教育委員会、熊本市国際交流振興事業団、菊陽町、
菊陽町教育委員会、菊陽町人権推進協議会、熊本・外国ルーツの子どもたち支援連絡協議会から
後援いただき、2017 年 3 月 25、26 日（土日）に開催した。会場は熊本市にある東部ＹＭＣＡ。
外国ルーツの生徒（中高生）52 人、外国ルーツのＯＢ（大学生・社会人）13 人、日本ルーツ大
学生 3 人、引率大人 32 人、食事ボランティア 3 人、計 103 人の参加があった。生徒たちは実行
委員会を組織し、事前に幾度も話し合って当日を迎えた。

２　開催趣旨
１）熊本県内の学校には外国にルーツを持つ生徒が多数在籍しているが、校内に外国にルーツ
を持つ生徒が一人しかいないことが多い。異文化の中、言葉もわからない状況で自分の思いを
理解してくれる友人を作ることは彼らにとってとても難しく、精神的に孤立している生徒もいる。
同じ立場の生徒たちが、共に集い、お互いの夢や悩みを共有することで、彼らの悩みを軽減す
ることができ、彼らを取り巻く様々な状況（進学、就職、在留資格等）を学び、理解する機会
となる。また、交流会を通して、友人やネットワークができ、交流会後も連絡を取り合うことが
でき、精神的な居場所を提供することができる。
２）外国をルーツとする生徒を受け入れた教育機関の関係者にとって、生徒の抱える様々な問
題を直接生徒から聞くことができる貴重な機会である。外国をルーツとする生徒の悩みを理解
し、生徒にとってよりよい環境づくりができるように、担当者間の情報交換・ネットワーク作り
を目的とする。

３　生徒実行委員会
企画進行を、菊陽町「共に歩み青春を語る会」熊本市「おるがったステーション」で活動してい

る菊陽町、熊本市、八代市、宇城市などの中・高校に在籍している生徒が担当した。月 2 回の「共
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に歩み」では、日ごろから、外国にルーツを持つ子どもたちが参加し、彼らが体験している課題や
悩みを話せる場となっている。そこで話題となった学校でのいじめやクラスメートや教師との関係、
来日したばかりの時の大変さなど自分たちの経験をまとめ、「どうしたら初めてこの会に参加する人
に心を開いて率直な気持ちを話してもらえるか」ということを目標に、準備を行った。３月４日（土）
の実行委員会では、日程や役割分担などを決めた。また、集会において自分たちが守るべきルール
作りや、この集会で 3 回行う話合い ( 班別・ルーツ別交流 ) のテーマを検討した。

実行委員は来日して数年たった子どもたちが担当した。実行委員会の中で来日直後の苦しかった
体験やその時の気持ち、周りの人の対応、どうやってそれを乗り越えてきたかなどを自分自身で整理
していった。自分で苦しかった体験や気持ちを整理し、他の人に話せるようになるということは、そ
の問題を正面からとらえ、乗り越えようとする、または乗り越えて次のステップに進むということに
通じる。

自分の苦しさや悩みをほかの人に伝えられず、1 人で苦しんでいる子どもたちにとっては、同じ思
いをしている子どもが大勢いること、それを乗り越え頑張っている先輩がいて、何かあればすぐに相
談できる友達がいることは大きな心のよりどころになる。

また、日本の生活に慣れてきた子どもたちの中にも、進学や就職、家族の関係など、一人では解
決できない多くの課題を抱えている子どもたちも多い。このような問題についても、みんなで共有す
ることができるよう真剣に話し合って準備した。

４　交流会当日
＜ 1 日目＞ 3 月 25 日 ( 土 )

10 時：実行委員最終打ち合わせ
ルール、班員、テーマ、自分は何を話すか、会順の確認。
全体会場の準備。

11 時半：受付
12 時：開会集会

実行委員が開会の挨拶、司会、ルールの説明などを行う。ＯＢが中国語で通訳。
12 時 20 分：食事

食事を通して参加者が打ち解けるように、各班に分かれてボランティア手作りのカレー
ライスを食べた。班長がリードして班員を座らせ、食事中も自己紹介をしたり話題を提
供したりし、よくリードしていた。

食後～ 14 時：アイスブレーキング ( 気持ちをほぐす ) ゲーム
14 ～ 16 時：交流会①「班別」

自己紹介。実行委員が司会担当し、準備したテーマで話し合う。サブリーダーの大
学生・OB は進行の補助、記録を担当した。

16 ～ 18 時：餃子作り・夕食
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生徒がお互いに友達に慣れ、和やかな雰囲気を作るため設定した時間。楽しんで餃
子を包み、茹でたての餃子を一緒に食べることで交流を深めることができた。餃子の皮
や具は食事ボランティアが事前に作ってくれていた。当日も参加生徒の保護者が餃子を
包んだり、ゆでたりしてくれた。

18 ～ 19 時：移動・入浴等　ユースピア熊本へ徒歩で移動
19 ～ 21 時：交流会②「ルーツ別」

それぞれのルーツに分かれ、それぞれの立場での悩みを話し合った。
22 ～ 23 時：自由交流

別の班の人とも自由に話し合うことができた。
23 時：就寝　

＜ 2 日目＞ 3 月 26 日 ( 日 )
7 時：起床
7 時半：移動　東部ＹＭＣＡへ徒歩で移動。
8 時：朝食　パンやスープ、食事ボランティア作の中国の煮卵を班別に別れて朝食。

一晩一緒に過ごしたことで、打ち解けて楽しそうに食べていた。
９～ 11 時半　交流会③「班別」

「ルーツ別」で出た内容をそれぞれ報告し、話し合いを深めた。
11 時半～ 12 時：まとめ　まとめと感想を書く。
12 時半：閉会集会　感想の発表
12 時半～ 13 時：片付け
13 時～：実行委員反省会

５　交流会「班別」「ルーツ別」で話し合ったこと
＜班別＞　1 日目午後・２日目午前

ルーツや学年を問わず、８〜 10 人の 6 つのグループに分けた。各グループには実行委員 2，
3 人、サポーター・通訳としてルーツを持つ大学生 OB、記録係として日本人サポーターが入った。

テーマが重く、難しい問題が多いので、実行委員の生徒は新しく参加した子どもたちの気持
ちを引き出すことや話題を展開させ、本音が言えるようにすることに苦労したようだった。なか
なか話が進まないグループでは、班長が最初に自分が悩んだことについて話すなど、話しやすい
雰囲気を作るための工夫をする姿も見られた。また、来日して間がない子どもたちは通訳をつけ
るなど配慮したが、日本語が理解できないため、自分の意見を十分に言えない子どももいた。

　
＜ルーツ別＞　1 日目夜

中高生をルーツ別に中国ルーツを３班、フィリピンルーツを２班、その他のルーツを２班とし、
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話し合った。ルーツが同じなので、親の考え方や、育ってきた環境が似ており、より深く話し合
えた。話し合ったテーマは班別交流と重なったものもあったが、グループのメンバーが変わった
ことで異なる視点で話ができたようだった。

友達関係
○どうやって友達を作るか。
○日本人は（仲良し）グループを作るが、そのグループに入りづらい。ほかのグループの子と

話すと悪口を言われる。
○日本人と仲良くなっても、なにか違う感じがする。
○日本人は外国人と一緒にいると自然と壁を作ってしまうような気がする。
○挨拶が多くて、本当の友達という感じではない。
○友達を作るために、J-POP を調べたり、TV を見たり、努力した。
○価値観が違う。
○日本の団体行動とアメリカの子を大切にすることの差に戸惑う。
○気遣いや姿勢に厳しい。先輩への言葉遣いなど。
○興味といじめの境目は？
○中国人、中国人と言われたことがある。
○ PM2.5 について言われた。中国の空気が悪いといわれたことがある。

先生との関係
○歴史の先生が、中国の歴史は１０年しかないと言ってきた。しばらく先生と話して、最終的

に先生が間違いを認めた。
○歴史の先生が、冗談か本気か「中国人は馬鹿ですね」といった。
○歴史で学ぶ項目によっては、皆が見てくる。
○中国の教育で、日本に対するイメージを悪くするものがあるので、来る前は怖かった。日本

に来たら逆もあって、面倒くさい。

日本語について　
○先生と一緒に練習したり、自分で調べたり。
○小学校の漢字から習った。国際交流会館に勉強しに行った。
○桜山中学校で宿題をしたりした。課外があった。
〇黒髪小で勉強した。家で父が「日本語だけで話す」というルールを作った。
〇言葉がわからず、クラスメートが自分の方を見て話していると、悪口を言われている気がする。
○人吉に住んでいるので、日本語指導が不完全だ。
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授業、進学、就職について
○中国人は、中国語検定を取った方がいいのか。
○小説が苦手。
○地理を勉強しているが、熊本しかわからない。
○大学入試の仕組みがわからない。センター試験、前期入試、後期入試って何？

学校のルール　　
○日本はなぜ掃除をするのか。アメリカは業者が入る。
○部活になぜ入るのか。
○指定バックとか髪型とか厳しい。耳に髪がかかっても支障ないと思う。
○靴下やマフラー、シャツの色についても同上。
○日本の方が制服がかわいい。
○部活中の髪型が厳しい。自分の意志ならいいけど、周りに言われるのは…

将来の夢　
○通訳・パイロット・声優・キャビンアテンダント・英語の先生・デザイナー・エンジニア・

パソコン関係・シェフ・バスケット選手・マジシャン・サッカー選手など
〇「資格」：英検・日本語能力検定・通訳検定・中国語検定　
○将来は中国で働きたい。
○日本で働きたい。
○どちらでもいい。両方環境が良く、両方とも生活しやすいから。

国と日本の違い　
○高速道路が高い。ホームレスもいない。
○安全すぎる。何かあってもうろうろしそう。
○ SNS が多い。
○警察が優しい。アメリカはカーチェイスになる。銃を撃たないってわかっているから、大き

な犯罪が起きそう。

日本は…　
○グループを作る。
○陰口を言う・すぐ頼る・優しい・真面目
○ほかの国や人を馬鹿にすることがある。　
○みんなで同じことをする　
○礼儀正しい　
○遠慮しすぎるときがある。　
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ビザ、国籍　　
○親から日本の国籍を取れと言われたことは？
○お母さんに日本国籍を取れと言われたことがある。お母さんは中国籍で、自分だけ違う国

籍になるのは寂しい。

名前　
○バイトで、外国の名前を出すと落とされた。
○親の名前がバカにされる。
○カタカナの名前はフリガナを書く必要があるのか…
○中国の漢字が日本にないから、似た漢字をあてるけど、不思議な感じ。
○名前を変える意味が分からない。
○外国の名前の方が良くしてくれるけど、１～２週間たつと離れていく。
○お母さんの名前をバカにされた。それで怒ったら親が学校に呼ばれた。

家族について　
○用事がないとはなさない。何を話していいかわからない。お父さんには関係ないじゃん、と

思う。
○母はスペイン語、父は日本語で話す。父はどんどんスペイン語が下手になっている。
○親は通知表見ない。
○親にも自分の気持ちを考えてほしいと思う。

問題が起こったとき、親 or 先生に言う？　　
○友達に言うと皆に広まるから、先生に言う。
○先生にも親にも言わない。お金の問題だけ言う。

日本へ来て辛かったこと　
○地震が怖かった。ずっと避難所にいた。

今回交流会に参加して
○皆の悩み事を聞いたり、自分の悩み事を話したりして、解決策を考えることが出来て良かっ

た。困っている人はみんなから聞いた話を実践してほしい。
○たくさんの人と出会って、これから生活していくうえで起こるかもしれないことについて、知

ることができた。色んな解決策を考えたい。
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６　生徒の感想から
＜班別＞

○私は今回はじめて交流会に参加して、多くのルーツを持った人々に合えて、本当によ
かったと感じました。自分とは全く違う文化をもつ人と話をすることで、他国にもっと
興味をもちました。ダブルで日本にいることに対しての悩みも遠慮せずに相談すること
で、少しは気持ちが軽くなりました。悩みについて共感してくれる仲間がいることで自
分では思いつかなかったアドバイスなども言っていただいて、もっと早くからこのよう
な会に参加すればよかったなと思いました。

○みんなそれぞれの悩みとかよくわかりました。日本と自分たちの国を比べればやはり
良いところと悪いところが出てくると思います。食べ物にも耐えられないものもあるし、
ルールにはおかしいと思うルールもあるし、先生と生徒たちの関係がよくないこともあ
ります。みんなの経験と意見を聞いたので、自分がすこし成長したと思います。この
交流会に来てよかったと思います。たくさんの友達もできたので、楽しかったです。

＜ルーツ別＞
○久しぶりにタガログ語で話したので嬉しかったです。自己紹介や自分の家族について

話せて安心しました。自分は一人じゃないんだ、仲間はいるんだとすごく思いました。
これからも色んな機会で会えたらいいなと思います。

○大学生の先輩たちにたくさんおしえてもらいました。私は高 3 になるけど、進路など
いろいろな事に悩んでいます。大学生の大学受験のことを聞きました。今はとにかく
一生懸命勉強しようと思います。同じ高 3 の人の悩みを聞いて、いろいろ考えさせて
もらいました。

７　おわりに
今回集まった子どもたちにとって、「外国にルーツを持つ」ということは大きな壁となっている。

言葉の問題、文化の問題、家庭の問題など、彼らが直面する問題は様々である。
一口に「外国にルーツを持つ」と言っても日本で生まれ育った子どもや、外国で育ち来日し

た子ども等、その生い立ちは様々である。家庭環境も様々で、両親の離婚や再婚によって国と
国とを移動することも多い。ゆえに、本来ならば心の拠り所となる家庭内も落ち着かず、精神
的に落ち着ける居場所が無いという子どもも少なくはない。子どもによっては、親と離れ、色々
な国を渡りながら親戚や知り合いの家を転 と々してきた者もいる。

さらに、家から出ると学校や社会では「日本人」と「外国人」という無意識の区別や、そこ
から発生するいじめに苦しめられることもある。学校文化や友達の話についていけず、学校内
で孤立してしまう場合もある。また、ニュースの報道やインターネット上の情報などから自分
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のルーツに偏見を持たれ、自信を喪失したりもする。
さらに、話を聞いていると家庭での居心地の悪さを感じる生徒も少なくない。学校だけでなく、

家庭の中での居場所の無さを感じている生徒もいる。そのような中で、彼らが自分の存在やルーツ
に誇りを持ち、アイデンティティーを失わないようにするためにも、この交流会は重要な役割を果た
しただろう。

この会を通じて子どもたちは自分と同じ悩みを持つ、同年代の仲間と情報を共有することができ
た。悩みを共有するだけでも、彼らの心の負担を大きく減らすことができただろう。

また、各班で悩みを共有するだけでなく、各々の経験をもとに問題に対してどのように対処すれば
よいかという、解決策まで考えることができていた。この解決策をともに考えるという作業を通して、
日常生活に戻った後でもこの交流会で出会った仲間とのつながりを感じることができるのではないだ
ろうか。さらに、「仲間のために解決策を考える」ということで、自分の経験を前向きに捉え、自分
の存在を肯定的にとらえることができた子どもも多くいた。

家庭や社会、学校で居場所が無い、生きづらいと感じている子どもたちにとって、この交流会は
精神的に大きな支えとなっている。彼らはいくつもの困難に一人で耐えていかなければならない状況
がある。そのような状況のなかで、彼らが自分のアイデンティティーを失わず、自分らしく生きてい
けるように、今後も居場所としての交流会を続けていきたい。
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■ 2017 /11/ 1　【 朝日新聞】
模擬投票、
希望は２位　衆院選比例得票、
計３０校調査

模擬選挙の普及に取り組む教員らでつくる
「模擬選挙推進ネットワーク」が、全国の学校
で有権者を含む子どもたちが行った衆院選の
模擬選挙の結果を発表した。比例代表の得票
を集計するとトップは自民党。２位は希望の
党だった。同ネットには１０月３０日夕まで
に高校１９校を含む小学校～大学計３０校の
６２１３人の投票結果が寄せられた。このう
ち比例区の有効票を集計し、実際の衆院選の
結果と比べた。その結果、トップは実際の選
挙と同じ自民党で、得票率は３６・３％（実
際の選挙では３３・３％）だった。２位は希
望の党で得票率１９・３％（同１７・３％）、
３位は立憲民主党で得票率１１・７％（同
１９・９％）と、実際の選挙と２、３位が逆
になった。各党への投票理由を聞くと、自民
党については「北朝鮮問題に真剣に取り組ん
でいるから」「消費税増税で教育無償化を実現
する政策がある」、希望の党では「自民党と迷っ
たが、消費税の１０％への引き上げが痛い」、
立憲民主党では「憲法改正は今までの日本を
大きく変え、平和主義からずれてしまう」と
いった声が上がった。同ネットワーク代表で
東洋大非常勤講師の林大介さんは「模擬選挙
の時期が実際の投票日より早く、希望の党の
失速の影響が少なかったのではないか。立憲
民主党には、１０代は関心が持てていなかっ
たのかもしれない」と話す。

■ 2017/11/7　【 朝日新聞】
中高生、読解力ピンチ！？　
教科書レベルの文章、理解できず　
２万４千人調査

教科書や新聞記事のレベルの文章を、きちん
と理解できない中高生が多くいることが、国

立情報学研究所の新井紀子教授らの研究グ
ループの調査で分かった。新井教授は「基礎
的な読解力がないまま大人になれば、運転免
許や仕事のための資格を取ることも難しくな
る」と指摘している。調査の名称は「リーディ
ングスキルテスト」。教科書や新聞記事などの
文章を読んでもらい、意味や構造を理解でき
ているかを調べる内容で、２０１６年４月か
ら今年７月にかけて、中高生を中心に全国で
約２万４千人が受けた。問題は、コンピュー
ターで受験者ごとに無作為に出題した。その
結果、例えば「メジャーリーグ選手の出身国
の内訳」に関する中学校の社会科教科書の文
章を読み、内容に合うグラフを正しく選べた
中学生は１２％で、高校生も２８％にとどまっ
た。文章には「選手のうち２８％はアメリカ
合衆国以外の出身」とあったが、四つのグラ
フの中から「７２％がアメリカ合衆国出身」
という事実を示すものを選択できない生徒が
多かった。似た文章を比較する問題でも誤答
が多かった。調査では、やはり中学校の社会
科の教科書にある「幕府は、１６３９年、ポ
ルトガル人を追放し、大名には沿岸の警備を
命じた」という文と、「１６３９年、ポルトガ
ル人は追放され、幕府は大名から沿岸の警備
を命じられた」が同じ意味かを尋ねた。幕府
と大名の関係が入れ替わっているため、正解
は「異なる」だが、中学生の４２％、高校生
の２７％が「同じだ」と答えた。調査では、
中高生に読書の好き嫌いや１日の勉強時間、
スマートフォンの利用時間も聞いたが、読解
力との関連は確認できなかった。一方、所得
の低い家庭の子どもに学用品費などを補助す
る就学援助を受けている子どもの割合が多い
学校ほど、正答率が低かった。新井教授は「中
学卒業までに、中学の教科書を読めるように
することが教育の最重要課題」と話す。仕事
の多くが人工知能（ＡＩ）に代替される時代
が近づくなか、ＡＩに負けない能力を身につ
けるには、学び続けることが欠かせないから
だ。今後、テストをさらに多くの生徒に受け
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てもらい、読解力の向上の方法を検証すると
いう。

■ 2017/11/9　【 朝日新聞】
住民税非課税世帯で検討
高等教育と２歳以下の保育料、無償化

政府は、大学などの高等教育と２歳児以下の
保育園の費用について、住民税が課されない
世帯（年収約２５０万円未満）を対象に無償
化する方向で検討に入った。今後、与党との
調整を経て、年内にまとめる約２兆円の政策
パッケージに盛り込む。教育無償化は、安倍
晋三首相が衆院選で掲げた目玉公約。３～５
歳児は全世帯で幼稚園と保育園の費用を無料
にし、高等教育と２歳児以下は低所得世帯に
限って無料にするとしていた。検討中の案に
よると、高等教育では、住民税の非課税世帯
の学生を対象に、国立大学の授業料を原則無
料にする。授業料が高い私立大学では、国立
大と授業料の平均額を比べ、その差の半分ほ
どを国立大の免除額に上乗せする方針だ。さ
らに、生活費の支援として、返済のいらない
給付型奨学金を大幅に拡充。最も費用がかか
る「私大・下宿」の学生の場合、年１００万
円程度を支給するとしている。無償化の対象
にならない一定の低所得層にも、給付額を段
階的に減らす形で給付型奨学金を配るなど、
無償化対象の世帯との格差が極端にならない
ように配慮する方向だ。２歳児以下について
は、すでに生活保護世帯と住民税の非課税世
帯の第２子以降などを対象に保育料が無料に
なっている。これを新たに非課税世帯の第１
子まで広げる。認可外の保育園は対象外とす
る方向だ。ただ、認可園に入れない待機児童
の約９割が０～２歳児に集中している。問題
が残ったまま無償化の対象を広げれば、認可
園に子どもを入れられた人と入れられなかっ
た人の格差がさらに広がるとの懸念もある。
いずれも財源は、２０１９年１０月の消費増
税の税収増で賄い、増税後に実施する予定。
高等教育の無償化に８千億円弱、３～５歳児
も含めた幼児教育の無償化に約８千億円が必
要と試算している。

■ 2017 /11/ 14　【 朝日新聞】
専門家「養育が困難な親へのケアも」　
民間の支援も活用

養育に困難を抱えていても、子どもと暮らした
い、子育てをしたいと願う親がいる。だが、そ
の困難さによって子どもの命が脅かされてしま
うこともある。厚生労働省の２０１３年の調査
によると、施設で育てられている子どもの８割
強に電話や手紙、面会、外泊など家族との交流
があった。ただ、将来的に親元に戻る見通しの
ある子どもは３割程度にとどまる。親自身が子
どもの頃に虐待を受けたり、精神疾患を抱えた
りしていることも少なくない。そうした問題を
改善しなければ、安全な親子関係の再構築は難
しい。児童虐待に詳しい東北会病院（仙台市）
の石川達院長は「子どもの安全確保は大前提と
して、親へのケアも欠かせない。だが児相は子
どもの保護で手いっぱいで、親への支援はおろ
そかになりがち。病院やＮＰＯなど民間の支援
も活用するべきだ」と強調する。いったん離れ
た親子が、行政や民間の粘り強い支援で再び一
緒に暮らせるようになった例もある。宮城県内
の女性（４４）は０８年、夫の暴力から逃げる
ため娘と家を出た後、不安からアルコール依存
症に。ネグレクト（育児放棄）状態になった２
人の娘は施設に預けられた。「人生をやり直し
たい」と考えた女性は、自治体や病院などの支
援を受けて回復し、再び娘たちと一緒に暮らせ
るようになった。依存症体験者でつくる自助グ
ループの支えも大きかったという。昨年改正さ
れた児童虐待防止法などでは、親子関係の再構
築には児相だけでなく関係機関が連携しなけれ
ばならないと明記された。民間団体の助言も受
けられるとした。児童心理治療施設である仙台
キリスト教育児院小松島子どもの家の職員、二
ツ山亮さんは「支援者は多ければ多いほどいい。
自宅に戻れる子どもをもっと増やすには、同居
再開後に小まめに様子を見に行ってくれる人が
必要」と言う。横浜市中央児童相談所の田崎み
どり医務担当課長（精神科医）は「親子が一緒
に暮らせるよう支援するのが大前提だが、同居
できない場合もある。それでも子どもが親から
大切に思われていると実感できるよう支援しつ
づけることが重要」と話す。
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■ 2017/11/17　【 朝日新聞】
経済界、３０００億円拠出へ　
首相要請受け入れ　子ども財源

待機児童対策や幼児教育の無償化などを盛り
込んだ年２兆円規模の政府の政策パッケージ
をめぐり、経団連、経済同友会、日本商工会
議所の３団体は１７日、安倍晋三首相から要
請を受けていた約３千億円の拠出を受け入れ
る方針を表明した。３団体の担当者が同日、
自民党の「人生１００年時代戦略本部」の会
合に出席。経団連、経済同友会の担当者は拠
出要請を受け入れる方針を示し、日本商工会
議所も中小企業への配慮を求めたうえで、容
認する姿勢を示した。２０２０年度末までの
待機児童ゼロなどの財源について、消費増税
による税収増で賄い切れない約３千億円の確
保が焦点だった。首相は先月末、財界側に「拠
出をお願いしたい」と表明。経団連の榊原定
征会長は「数字ありきではない」と話してい
たが、最終的には首相の要請に沿った決着と
なった。

■ 2017/11/25　【 朝日新聞】
３～５歳、認可保育無料
認可外３. ５万円上限に助成へ

安倍晋三首相が衆院選で公約した年２兆円規
模の政策パッケージの概要が固まった。３～
５歳児では認可保育園は全員無料とし、認可
外は認可の平均保育料（月約３万５千円）を
上限に助成する方向で検討を進める。０～２
歳児と大学など高等教育の無償化は、住民税
の非課税世帯に限る。介護人材や保育士の処
遇改善にも計千数百億円をあてる方針だ。政
府は２４日、自民、公明両党の提言を受けて
詰めの協議に入った。来月８日にも正式決定
する。幼児教育と保育の無償化には約８千億
円を投じる。認可外保育園については一時、
無償化の対象から外すことも検討したが、批
判を受けて方針を転換。事業所内保育や自治
体が補助する認証保育所など、広く対象に含
めることにした。ただ、認可外は料金を自由
に設定できるため、助成額には上限を設定す
る。当初は、国が定める幼稚園の公定価格の
上限（月２万５７００円）と同額を検討したが、

認可保育園の全国平均の月約３万５千円まで
引き上げる方向だ。幼稚園も独自に高い料金
にしているところがあるため、公定価格を上
限に助成し、それを上回る分は自己負担して
もらう。認可外の助成の詳細のほか、「預かり
保育」や「延長保育」の支援などは結論を先
送りし、年明けに有識者会議を設けて検討す
る。大学や専修学校など高等教育の無償化に
も約８千億円をあてる。住民税の非課税世帯
を対象に授業料を免除するほか、返還の必要
がない給付型奨学金を大幅に拡充し、生活費
も支援する。非課税世帯に近い低所得世帯向
けにも給付型奨学金を拡充する。私立大学に
ついては授業料の減免に一定の上限額を設け
る。介護・保育の人材確保へ賃上げも実施する。
介護人材には約１千億円を計上。経験や技能
に応じて賃金が上がる仕組みとし、１０年以
上の経験者に最大月８万円の賃上げをする案
が有力だ。保育士には３００億～４００億円
程度をあてる。待機児童対策にも約３千億円
を使い、２０２０年度末までに３２万人分の
保育の受け皿づくりを進める。約２兆円の財
源は、１９年１０月の消費増税で入る税収
のうち、借金の返済にあてるはずだった１・
７兆円を使い、残る３千億円は企業の拠出金
の増額で賄う。開始時期は５歳児の無償化を
１９年４月に先行させ、大学の無償化などは
２０年度からとする見通しだ。

■ 2017/11/27　【 朝日新聞】
生活保護世帯の大学進学支援
「来年度予算で検討」厚労相

生活保護を受ける世帯の子どもの大学進学を
めぐり、加藤勝信厚生労働相は２７日の衆院
予算委員会で「２０１８年度予算での対応を
念頭に具体的に検討していきたい」と述べ、
支援策を導入する考えを示した。自民党の田
村憲久氏の質問への答弁。現在、社会保障審
議会（厚労相の諮問機関）が生活保護制度の
見直しを議論しており、入学に向けた一時金
支給や家賃負担の軽減などが支援策として検
討されている。この結果を踏まえて具体策を
決めるとみられる。今の生活保護制度は、子
どもが高校卒業後に働くことを前提としてい
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る。大学や専門学校に進む場合は、子どもだ
け保護対象から外れる「世帯分離」をする必
要があり、保護費が減らされる。こうした事
情もあり、受給世帯の子の大学などの進学率
は約３３％で、全世帯の半分以下にとどまっ
ている。

■ 2017/11/28　【 朝日新聞】
道徳評価、入試不使用を徹底
通知表記載　文科相、改めて表明

来年度から小学校で道徳が正式な教科となる
ことをめぐり、林芳正文部科学相は２７日の
衆院予算委員会で、「道徳の評価を（中学の）
入試に使わないという趣旨を徹底したい」と
述べた。一部の私立中が入試で、小学校の通
知表を活用していることを踏まえて、立憲民
主党の長妻昭氏の質問に答えた。文科省は道
徳について「他の子どもと比べるものではな
い」としている。通知表で評価する場合は数
値でなく記述で示し、入試には使わない方針
をこれまでも教育委員会などに周知している
が、改めて表明した形だ。文科省によると、
入試を実施している国公私立の中学や中等教
育学校を今年７～８月に調べたところ、私立
の７５２校のうち２４・３％（１８３校）が、
入試で通知表の写しの提出を求めていること
がわかった。通知表に書かれる道徳の評価が
合否判定に影響を与えないよう、今後も私立
中の団体などと話し合って対応を考えるとい
う。

■ 2017/11/28　【 朝日新聞】
英語の学力、来年５月に予備調査
全国学テ導入に向け

全国学力調査で中学３年を対象に英語のテス
トが２０１９年度から始まるのを前に、文部
科学省は来年５月、全国で１４０校程度が
参加する予備調査を実施することを決めた。
２８日、専門家会議に実施計画を示した。英
語の学力調査は、２０年度から大学入試で始
まる「大学入学共通テスト」と同様、「読む・
書く・聞く・話す」の４技能を測る。予備調
査は４７都道府県と２０政令指定都市から原

則２校ずつ、計１４０校程度で５月７～３１
日に実施される。１時間目に４５分で「読む・
書く・聞く」、２時間目以降に「話す」を学級
単位で１０～１５分程度で行う。「話す」は、
生徒の声を録音し、業者が後から採点する方
式で行われる見込みだ。生徒に試験の感想な
どを聞く調査も実施する。文科省は、予備調
査の結果を公表しない方針だ。

■ 2017/11/28　【 朝日新聞】
教員の勤務時間、
上限提示へ　「部活は地域が担う」案も

文部科学省は公立学校の教員の長時間労働を
緩和するため、勤務時間の上限を検討し、ガ
イドラインとして学校現場に示す方針を決め
た。来年前半にも作成するという。数値目標
を出すことで、多くの教員が「過労死ライ
ン」の勤務時間に達している現状を改める狙
いがある。教員の働き方改革を議論する中央
教育審議会の会議で２８日、中間まとめ案が
示され、おおむね了承された。この案に文科
省がガイドラインを示すことなどが盛り込ま
れた。文科省の２０１６年度の調査では、残
業が月８０時間以上の状態が続いているなど
「過労死ライン」に達している教諭が小学校で
３４％、中学校で５８％に上った。長時間労
働への危機感が高まるなか、「残業は月４５時
間以下」（長野県）、「週の在校時間が６０時間
を超す教員をゼロにする」（東京都）などの目
標を打ち出す教育委員会も出ており、文科省
はこうした例を参考に上限の検討を進めると
いう。また、学校現場に対しては、勤務時間
の適切な管理を求める。中間まとめ案では、
学校や教員が担ってきた、授業以外の仕事も
「仕分け」した。例えば「登下校の通学路の見
守り」「放課後や夜間の見回り」などは学校以
外が担い、教員の負担減につなげるべきだと
している。とりわけ中学で教員の負担となっ
ている「部活動の指導」は、外部指導員の活
用を広め、将来的には学校ではなく地域が担
うことも提案した。教育行政の要求により、
学校現場の仕事が次々と増やされてきたこと
への「反省」にも言及した。中間まとめ案では、
文科省が新たな業務を加えるような制度改正
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をする場合は、既にある業務と調整する必要
があるとして、教員の仕事量を一元的に把握・
管理する部署が文科省内に必要だと指摘した。
教員の長時間労働をめぐり、政府は６月に閣
議決定した「骨太の方針」で「年末までに緊
急対策を取りまとめる」としていた。これま
での中教審の議論を踏まえ、文科省は来月中
に緊急対策をまとめる方針だ。

■ 2017/11/28　【 朝日新聞】
待機児童
「断定的にゼロになるとはいえない」　
安倍首相

安倍晋三首相は２８日午前の衆院予算委員会
で、２０２０年度末までの３年間に３２万人
分の保育の受け皿整備を進め、待機児童解消
を目指す目標について、「今後ゼロになるか
について、断定的にゼロになるとはいえない」
と述べ、計画通りに整備できてもなお待機児
童が残る可能性を示した政府が幼児教育の無
償化策に巨額の財源を使う方向で検討してい
ることに対し、保護者らからはまずは待機児
童対策を進めるよう求める声が出ている。首
相の発言には、無償化で保育需要がさらに掘
り起こされ、目標が達成できなくなることに
予防線を張る意図がありそうだ。ただ、保護
者らから待機児童対策の優先を要望する声が
高まる可能性もある。希望の党の長島昭久氏
の質問に答えた。首相は３２万人分の整備目
標について「女性の就業率、その中で預けた
い人が何％いるかを前提に置いている」と
した上で「前提が絶対ではない。（幼児教育
の）無償を強調していけば、新たな需要は当
然出てくる」と語った。安倍政権は１３年に
打ち出した「待機児童解消加速化プラン」で、
１７年度末までに５０万人分の受け皿を増や
し、待機児童ゼロを達成するとしてきた。し
かし需要は想定を超え、今年６月に待機児童
ゼロの達成時期を３年先送りし、５年以内に
３２万人分の受け皿を増やす新プランを発表
した。９月には整備を２年前倒しするとした。
待機児童問題については歴代政権も解決を目
指してきたが、働く女性が増えて保育ニーズ
が高まることを政府が見誤り、対応が後手に

まわってきた。２５～４４歳の女性の就業
率は０１年の６２・０％から、１６年には
７２・７％まで上がっている。

■ 2017/11/30　【 朝日新聞】
大阪）頭髪など校則の点検を指示へ
府教育庁

府教育庁は２９日、府立高校の校則などに過
去に定めた規定が見直されないまま現状と隔
たりがあるものがあるとして、校則などを全
般的に点検するよう各校長に指示する方針を
明らかにした。すべての府立高校を対象に生
徒の髪の色などをめぐる指導について調査し
た結果を受けての措置。調査によると、染
色や脱色について、全日制１３７校のうち
１２７校が校則や指導方針・内規のいずれか
に禁止規定を設けていた。パーマなどの禁止
規定は１２２校、「そり込み、モヒカンなど奇
抜な髪形禁止」など髪形に関する禁止規定は
６４校にあった。高等学校課によると、こう
した規定の中には、過去に流行していたもの
の、現在は着用する生徒が少ない「ヘアバンド」
の禁止など、現状と隔たりがあるとみられる
ものがあった。このため、頭髪の規定以外にも、
社会状況に照らしてそぐわない校則などがな
いか点検を指示する。また、頭髪について指
導する中で授業や行事への参加を制限する場
合には、生徒や保護者に丁寧に説明すること
や、出席しなかった授業は課題や補講で補う
よう学校に改めて指導するとしている。調査
は、生まれつき茶色い髪を黒く染めるよう指
導され、不登校になったとして府立高の女子
生徒が府を相手に訴訟を起こしたことを踏ま
え、指導の実態を把握するため実施された。

■ 2017/12/5　【 朝日新聞】
知識「活用」へ一新
共通テスト試行調査

「未来の創り手として社会に貢献するために必
要な資質、能力を測る」。こんな狙いで導入さ
れる「大学入学共通テスト」の試行調査の問
題が４日、公表された。大学入試センター試
験と大きく異なる出題には、「知識偏重」と
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言われてきた日本の教育全体に変革を求める
メッセージが込められている。「新しい学習指
導要領を意識し、思考力・判断力・表現力を
問うことを重視した」。試行調査の問題作成責
任者を務めた、大学入試センターの大杉住子
審議役は、問題について解説した会見で狙い
を語った。学んだことを日常生活で生かすた
め、資料を読み、調べ、話し合い、課題を解
決する。２０２０年度の小学校から順次始ま
る新指導要領が目指すのは「主体的・対話的
で深い学び」だ。試行調査でも、日常生活を
題材に、多量の資料を読んで意味を理解する
必要がある問題が目立った。共通テストで特
に注目されるのは、記述式問題の導入。試行
調査の国語では生徒会部活動規約や、生徒た
ちの議論を素材に会話内容を推察して書く問
題などが出題された。マークシート式の問題
でも読解力や思考力が重視され、センター試
験の問題と様相が異なる。出題を通じて浮か
ぶのは、考えながら知識を活用する力を重視
する考え方だ。国際的な学習到達度調査（Ｐ
ＩＳＡ）や、小中学生の全国学力調査の「活
用問題」にも通じる出題は、大学入試でもこ
うした力を問う「宣言」だ。共通テストは入
試を変えることで高校、大学の教育も合わせ
た「三位一体の改革」を狙っている。中央教
育審議会長として議論を導いた日本学術振興
会の安西祐一郎理事長（元慶応義塾長）は「入
試改革ではない。教育改革、学びの改革だ」
と語る。背景にあるのは、グローバル化や情
報化が進展し、人工知能（ＡＩ）などを活用
した技術革新も進んでいることだ。予測困難
な社会を生きる子どもには、自ら問いを立て、
対話をしながら問題を解決する力を育てなけ
ればいけないと中教審は考えてきた。文科省
や中教審には、指導要領を改訂しても、大学
入試が今のままでは、高校の授業が変わらな
いという意識もあった。共通テストと新指導
要領はともに２０年度に始まり、新指導要領
で学んだ生徒が受験する２５年１月、共通テ
ストはそれに対応した「完成形」となる。文
科省の淵上孝教育課程課長は「共通テストと
新指導要領は、パッケージで同時に進めてい
く。今後も入試センターと連絡を取り合い、
教育の本質的な改革につなげていく」と述べ

る。２１年１月の共通テスト開始に向けて、
大学入試センターは来年も試行調査を実施す
る予定だ。高校側からは「日程ありきの突貫
工事」「生徒を実験台にしてほしくない」とい
う声も出ている。「大学入学共通テスト」は
５０万人以上が受ける試験を通し、日本の教
育を変えようという試みだ。その影響は高校
と大学のみならず、小中学校にも及ぶ。大学
入試センター試験は、教科書の内容をきちん
と理解しているかを客観的に問うてきた。一
方、共通テストは現実の場面を問題に盛り込
み、思考力や表現力を測ろうとしている。日
本の教育の弱点と言われてきた応用力を問う
挑戦的な内容だ。文科省は０７年に始めた全
国学力調査で「活用問題」を設け、全国の小
中学校に「こうした学力が必要だ」というメッ
セージを発信した。それから１０年で授業は
変わった。共通テストは、今度は高校と大学
に向けたメッセージといえる。ただ学力調査
と異なり、共通テストは数十万人の多様な学
力を、限られた時間で測らねばならない。試
行調査では、それゆえの課題が浮かんだ。記
述式問題は速く公平に採点するため、自らの
考えではなく、定められた条件を満たしたか
どうかを見る形にならざるを得なかった。肝
心の思考力を問えているかも、疑問が残る。
長い資料を読ませ、複雑な選択肢から正答を
選ぶ問題は、考える力より、情報を処理する
力を評価している可能性がある。高校からは
「時間内に解けない生徒が目立った」との声も
出ている。成績が上位層と下位層で二極化す
ると入試としての役割を果たさない。受験生
の不安に応えるためにも、大学入試センター
は結果を多角的に分析し、速やかに公開して
議論を広げてほしい。

■ 2017/12/10　【 朝日新聞】
生活保護世帯の大学進学に一時金支給へ

生活保護を受ける世帯の子どもの大学や専門
学校への進学を支援するため、政府は来年４
月から入学時に一時金を支給する方針を固め
た。親元を離れる場合は３０万円を配る。同
居を続ける場合は１０万円とし、さらに生活
保護費の住宅費の減額ルールをやめる。来年
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の通常国会に提出する生活保護法の改正案に
盛り込む。生活保護費、都市部などで引き下
げへ受給世帯の大学などへの進学者は昨年度
で４６１９人。進学率は３３％で、全世帯の
７３％を大きく下回る。この教育格差が親か
ら子どもへの「貧困の連鎖」を生んでいると
して、対応を求める声が広がっていた。一時
金の名称は「新生活立ち上げ費用」。パソコン
や教材のほか、一人暮らしを始める場合は生
活用品などに使うことを想定する。また、今
の生活保護制度では子どもは高校卒業後に働
くことを前提としている。大学などに進む場
合は親と同居したままでも別世帯として扱
う「世帯分離」が行われ、保護費が減る。例
えば東京２３区や大阪市で母と子２人の３人
世帯なら、毎月支給される食費などの生活費
が４万４千円、住宅費も４千～６千円ほど下
がる。それが進学を諦める一因になっている。
このため政府は、進学せずに働く子どもとの
公平性などから世帯分離のルール自体は残し
つつ、生活保護費のうち家族の数に応じて決
まる住宅費は世帯分離しても減らさないよう
にする。生活費の減額は続ける。現状では、
進学する子どもの８割が親と同居していると
される。

■ 2017/12/13　【 朝日新聞】
生活保護の母子加算、減額も
厚労省が検討

厚生労働省は来年度、生活保護を受ける一人
親世帯に支給する「母子加算」を見直す方針
を決めた。支給水準は現在検討中の生活費を
まかなう「生活扶助」の新たな基準額しだい
で変わるが、減額される可能性が高い。厚労
省は年内に、生活扶助を含めた新たな基準額
を決める。社会保障審議会（厚労相の諮問機関）
の部会が１２日に示した、生活保護基準改定
の方向性を示す報告書の案に盛り込まれた。
一人親世帯は子育ての負担が重いことなどか
ら、子どもが１８歳になるまで毎月、平均約
２万１千円（子ども１人の場合）の母子加算
が支給されている。ただ、金額の根拠が不明
確で、「保護を受ける母子世帯の生活費が、受
けていない低所得の母子世帯の水準を上回っ

ている」との指摘もあった。そこで、新しい
計算方法では母子加算を、保護を受ける一人
親世帯が二人親世帯と同水準の生活を送るた
めに必要な上乗せ費用と位置づけた。支給額
は検討中の生活扶助の新たな基準額しだいで
変わるが、数千円減る可能性もある。これに
対して審議会では、生活扶助は低所得世帯と
のバランスをとって決めていることから「子
育てや教育に必要なお金は、低所得世帯との
均衡で決めるべきではない」といった批判が
続出。報告書案には「子どもの健全育成に逆
行することのないよう十分配慮するべきだ」
と記された。厚労省はまた、子育て世帯全体
に支給される「児童養育加算」について、月
１万円を配る対象を現在の３歳～中学生から
高校生まで広げる一方、３歳未満は現行の月
１万５千円から１万円に減らす方針だ。高校
受験料の支給は１回分から複数回に増やす。

■ 2017/12/13　【 朝日新聞】
先生、部活のやりすぎはダメ　中教審、
意識改革求める

部活動に過度に注力してしまう教員がいるた
め、意識改革も必要だ。教員の多忙化対策を
話し合う中央教育審議会の部会は１２日に中
間まとめ案を了承し、その中で部活をめぐっ
てこんな注文を入れた。教育委員会に対して
も「採用の段階で、部活の指導力を過度に評
価しないよう留意すべきだ」と指摘。教員が
授業に使うべき時間の確保や健康、生徒の成
長を考慮して「部活のやりすぎ」を戒めた形だ。
文部科学省の２０１６年度の調査では、中学
教諭は土日の部活指導に１日平均２時間１０
分を取られている。０６年度に比べ倍増し、
長時間労働の一因となっている。中間まとめ
案は、「部活を指導できる技術がない」と感じ
る教員はストレスが高くなっている現状にも
触れ、外部指導員に積極的に関わってもらう
べきだと提案。子どものバランスが取れた成
長のために、学校が活動時間や休養日の基準
を設けるよう求めた。
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■ 2017/12/15　【 朝日新聞】
「内密出産」導入を検討　匿名で産み、
成長後に出自　
赤ちゃんポストの熊本・慈恵病院

親が育てられない子どもを匿名で預かる「こう
のとりのゆりかご」（赤ちゃんポスト）で知ら
れる慈恵病院（熊本市）が、妊婦が匿名で出産
し子には後に出自を伝える「内密出産制度」の
導入を検討していることが１５日、分かった。
望まない妊娠で孤立する女性が安全に出産でき
る態勢を整えたい考えだ。内密出産は、妊娠を
誰にも知られたくない女性を医療機関が匿名で
受け入れることで母子の安全を図り、子どもが
一定の年齢になれば母親の身元を知らせる仕組
み。ドイツで制度化されている。「自宅や車中
などでの危険な出産が多い」「子の出自を知る
権利が奪われる」など赤ちゃんポストの課題を
解決する手段の一つとして熊本市も注目してい
る。慈恵病院はすでに市に実現したいとの意向
を伝えた。市は１月中に課題を共有する会合を
設ける方向で日程を調整している。病院の構想
では、女性に身元を記した書類に封をして行政
機関に預けてもらい、病院では匿名で出産。出
産時に女性が亡くなったり重篤な状態になった
りしない限り、子どもが一定の年齢になるまで
開封せず保管して匿名性を守る。子どもは特別
養子縁組をした家庭で育てるという。慈恵病院
は「命を救う最後の手段」として２００７年に
赤ちゃんポストを設置。約１０年間で１３０人
の子どもが預けられたが、医療機関にかからず
一人で出産する例が多くあることがわかってい
る。また、赤ちゃんポストには「出自を知る権
利を奪う」との批判もある。運用状況を検証す
る熊本市の専門部会では、解決策の一つとして
内密出産を挙げ、市は今年７月と１１月には厚
生労働省に対し、内密出産に関する法整備を要
望した。大西一史市長は今月１８、１９の両日、
ドイツの病院などを訪ね、内密出産制度を視察
する予定だ。ただ、現行制度では生まれた子が
無戸籍状態になる可能性が指摘されており、安
易な出産や遺棄が増えるなどの批判が強まるこ
とも考えられる。慈恵病院の蓮田健副院長は「妊
娠を知られたくなくて誰にも相談できず、孤立
している妊婦は一定数、いる。匿名性を掲げて
受診のハードルを下げ、危険な自宅出産をする

人を減らしたい。母子両方の命を守りたい」と
話している。

■ 2017/12/19　【 朝日新聞】
無戸籍の子２０１人、
全員の就学確認　文部科学省

６～１５歳の無戸籍の子ども２０１人の就学
状況について、文部科学省が８月時点で調べ
たところ、全員が小中学校に在学していたこ
とが分かった。同省が１９日、発表した。調
査は今年で３回目で、対象者は２０１５年
が１４２人、１６年が１９１人と年々増えて
いるが、就学できていない子が１人もいな
かったのは初めて。調査は、法務省が把握し
ている無戸籍の子どもを対象に、居住地の計
１５４市区町村の教育委員会を通じて行った。
登校状況では、９５・５％にあたる１９２人
が「支障なく登校している」との回答で、過
去に未就学期間がある子どもも４人にとど
まった。一方、２０１人のうち、調査前後で
無戸籍状態が解消されたと確認できたのは
１１人だけだった。家庭裁判所での調停手続
きなど、保護者への負担感が、無戸籍解消の
進まない要因になっているとみられる。文科
省は各教委に対し、無戸籍の子どもが確実に
学校に通えるようにするとともに、無戸籍状
態の解消に向けて支援をするよう求めている。

■ 2017/12/24　【 朝日新聞】
放課後デイサービス、
急増　障害ある子預かり、５年で４倍に

障害のある子どもを預かる「放課後等デイ
サービス」が急増している。開設の条件が緩
いこともあって新規参入が相次ぎ、５年間で
４倍以上になった。その半面、質の低下への
懸念が強まっており、厚生労働省が対策に乗
り出した。千葉県船橋市にある発達障害児向
けの放課後デイ「ＳＴＥＰ（ステップ）」は昨
年１０月に開設された。ビルの２階、約７０
平方メートルの部屋に特別支援学校の子ども
らが通う。月に１度の調理実習日。子どもた
ちはエプロンをつけ、フルーツサンドづくり
に挑戦した。ジャムをうまく塗れなかったり



33 document ／子どもの人権関係の報道と記録から…【2017.11.1 ～ 2018.1.31】

作業が遅れたりしても、職員は「おいしそう。
上手だね」と励ましながら見守る。施設管理
者の石毛利枝さん（５２）は「自分に自信が
持てず息苦しくなりがちな子どもたちが、達
成感や自己肯定感を得られるように支援する
場所」と説明する。障害のある子どもは一般
の学童保育では対応が難しいため、放課後デ
イは共働き世帯のニーズが高い。２人の子ど
もを預けるパート女性（４１）は「以前は働
くことをあきらめていたこともあった。預かっ
てもらっている間に働けるようになって助か
る」と話す。放課後デイが児童福祉法で制度
化された２０１２年度初めは２５４０事業所
だったが、今年４月時点には１万６１３事業
所になり、約１６万人が利用する。だが、放
課後デイの事業者でつくる「障害のある子ど
もの放課後保障全国連絡会」には苦情も集まっ
ている。本来は生活能力を高める訓練をする
場所のはずなのに、「アンパンマンなどのアニ
メ番組を見せているだけ」「おやつを食べさせ
るだけ」といった内容だ。複数の事業所を利
用してきた小学６年の女児の母親（５０）は
「職員が少なく、子どもが放置されているよう
に感じた施設もあった。娘も行くのを嫌がっ
ていた」と明かす。小学４年の男児を通わせ
ている母親（４９）は、アニメを見せるだけ
だった日もあるとして、「テレビ依存にならな
いか心配だった」と漏らした。同連絡会の真
崎尭司（たかし）事務局次長は「一部の事業
者のせいで放課後デイ全体の印象が悪化して
しまったら残念」と懸念を示している。放課
後デイには子ども１０人で職員２人という配
置の最低基準がある。ただ、子どもとかかわ
る職員は資格が必須ではなかった。厚労省の
担当者は「事業者によってサービス内容に大
きな差がある」と指摘する。そこで厚労省は、
職員の資格に新たな基準を設定。子どもに対
応する職員は児童指導員や保育士、障害福祉
サービスでの勤務経験がある人に限り、管理
責任者は障害者や子どもにかかわる分野での
「３年以上の実務経験」という条件を設けた。
また、来年４月に改定される障害福祉サービ
スの報酬では、基準より多く職員を配置した
際の加算配分を見直す方向で調整。児童指導
員の資格がある職員への配分を大きくする。

新しい基準は来年４月から完全実施する方針。
厚労省は事業者に対し、それまでに職員の資
格基準を満たすよう求めている。こうした対
策について、京都市の放課後デイの責任者で
精神保健福祉士の山本剛郎（よしろう）さん
（４１）は「障害の特性を理解して対応するに
は様々な専門知識や経験が不可欠。優良な事
業者が増え、保護者が安心して選べるように
なれば」と話す。京都教育大の丸山啓史（け
いし）准教授（障害者教育）は「質を上げる
には、職員の専門性に加え、子どもと触れ合
う人を増やさなければならない。配置を手厚
くすることで、質を担保する制度にしていく
必要がある」として、職員の配置基準の見直
しも求めている。

■ 2017/12/26　【 朝日新聞】
教員の長時間労働に
「緊急対策」　組織改革で仕事量把握

林芳正文部科学相は２６日、学校現場の長時
間労働解消のための「緊急対策」を公表した。
文科省が学校現場の負担を増やさないための
組織改革を行い、教員の業務範囲や勤務時間
の上限について指針を示すほか、学校や教育
委員会に意識改革を求める内容。林氏は「看
過できない教師の長時間勤務を改善するため、
早急に実行していかなければならない」と述
べた。今後作成する教員の勤務時間のガイド
ラインについては、政府の働き方改革実行計
画が残業時間の限度として示した「月４５時
間、年３６０時間」を参考にするという。また、
組織改革では来年１０月の組織再編にあわせ
て、教職員の仕事量を把握する部署を設け、
学校に新たな仕事を求める場合は必要性を事
前にチェックする。学校や教育委員会向けの
統計調査も整理するという。学校や教育委員
会に対しては、タイムカードや情報技術を使っ
た出退勤時間の管理を促すほか、校長や副校
長らが教職員の健康や勤務時間を意識した管
理ができるよう、研修機会などを設ける。夏
休みなどに教職員が一斉に休む期間を作るこ
とも提案する。文科省の２０１６年度の調査
では、残業が月８０時間以上の「過労死ライ
ン」に達している教諭が小学校で３４％、中



34いんふぉめーしょん　2018.3 / No.156

学校で５８％に上っていた。中央教育審議会
は２２日に学校の働き方改革について「中間
まとめ」を示しており、これを受けて文科省
が緊急対策をまとめた。

■ 2017/12/28　【 朝日新聞】
「ブラック校則」議論広がる
ネットで署名活動・古い規則点検

大阪府立高校での頭髪指導に関する訴訟を
きっかけに「校則」が改めて注目されている。
ネットでは古い時代の規則や行き過ぎた指導
の見直しを求める運動が盛り上がる。一方で、
一定程度の必要性を説く声も。そもそも、社
会状況に照らして見直すべきだとされている
校則。いまの時代に合う校則とは――。そも
そも校則とは何か。文部科学省は「児童生徒
が健全な学校生活を営み、より良く成長・発
達していくため、各学校の責任と判断の下に
定められる一定の決まり」と説明し、子ども
たちや保護者の意見を聞きながら「『時代の進
展』を踏まえたものになるよう積極的に見直
しをすることが大切」としている。今回の大
阪府立高校の訴訟をきっかけに、インターネッ
ト上などでは、不合理な校則やルールを「ブ
ラック校則」と名付け、見直しを求める運動
が盛り上がっている。子ども関連のＮＰＯ法
人理事長らが立ち上げた「ブラック校則をな
くそう！プロジェクト」は、インターネット
上で、校則で苦しんだ経験を子どもらから集
めたり、署名活動をしたりしている。林芳正
文科相宛てに「ブラック校則」の見直しを求
めるという。発起人で、学習支援のＮＰＯ法
人キッズドア（東京）の渡辺由美子理事長は
「昔の常識で作られた校則が見直されないまま
時が過ぎ、多くの子どもが苦しんでいる。社
会全体で校則について考えていきたい」と話
す。大阪府教育庁も今月、頭髪に限らず校則
全般について点検をするよう全府立高校に指
示した。訴訟をきっかけに指導の実態を調べ
たところ、一部で古い規則が見直されずに残
るなど、社会状況に照らして合わないものも
あったためだ。保護者や地域の意見も聞くよ
う求めている。今後、各校の校則をホームペー
ジなどで示すよう指示する。「時代の進展」を

踏まえて校則を見直すにはどうすれば良いか。
ヒントになりそうなのが、生徒、保護者をま
じえた議論の試みだ。東京都世田谷区の大東
学園高校では２００３年から、校則や授業に
ついて生徒、保護者、教職員それぞれが要望
を話し合う「三者協議会」を年２回開いている。
１１月末の協議会では「ツーブロック」と呼
ばれる髪形を禁じる校則について話し合った。
頭頂部から耳の上まで髪を長めに残し、横は
刈り上げるスタイルで、校則で禁じる「極端
な髪形」の一例に含まれていた。生徒たちが「奇
抜ではない」「清潔感がある」と見直しを提案。
保護者、教職員も理解し、校則から外すこと
が決まった。これまでも協議会を通してシャ
ツやくつ下の色の規定を変えるなどしてきた。
教頭の佐々木准さんは「互いの立場をわかり
合い、着地点を探ることができるようになっ
た」と話す。和歌山県紀の川市の県立粉河高
校でも１０年以上前から三者協議会を開く。
今月中旬のホームルームでは、年明けの協議
会に向けて生徒が要望を出し合った。授業中
にカーディガンを着るには教員の許可を必要
としている校則について「許可制をなくして」
といった声があがった。首都大学東京の宮下
与兵衛・特任教授によると、三者による協議
の形は、９０年代後半から宮下特任教授が勤
務していた長野県立辰野高校や高知県の学校
で活発に取り組まれ、全国各地に広がったと
いう。宮下特任教授は「校則は必要なものも
ある。大事なのは、学校が一方的につくるの
ではなく生徒や地域を交えてつくること。み
んなでつくったものならば、守る責任感を持
つようになる」と話す。

■ 2018/1/7　【 朝日新聞】
学校にも「閉庁日」設置へ　先生、
休みやすく　岐阜市

教員の働き方改革を進めようと、岐阜市教育
委員会は新年度から、市立小中学校・特別支
援学校で夏休み中に教員の日直を置かない「学
校閉庁日」を１６日連続で設ける方針を決め
た。教員が休みやすい環境を整えるためだと
いう。市教委によると、８月４～１９日を閉
庁期間とし、各校に実施を呼びかける。例年
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は夏休み中も教員が輪番制で日直をしていた
が、期間中は日直をなくし、部活動の指導もし
ない。教員には積極的に年次休暇を取ることを
勧め、土曜授業で出勤した分の振り替えの休み
も取ることで、最大１６連休も可能になるとい
う。一方で、一律に出勤や部活動を禁止するわ
けではなく、部活動で東海大会や全国大会に進
んだ場合や、教員が教材研究をしたい場合など
は柔軟に対応する。学校閉庁日については、文
部科学相の諮問機関・中央教育審議会の特別部
会が昨年８月、学校現場の働き方改革を進める
ための緊急提言で「一定期間の学校閉庁日の設
定を行うこと」を具体策として挙げていた。市
教委の石神淳司学校指導課長は「これまで教員
の多くは、夏休みといえども部活動の指導など
で休みにくかった。日直を置かないことで少し
でも休みやすい環境を作り、教員の健康増進、
労働環境の改善につなげていきたい」と話して
いる。

■ 2018/1/10　【 朝日新聞】
子どもの貧困対策、寄付の仕組み導入　政
府、財源確保めざす

政府は、教育支援や食事提供といった子どもの
貧困対策の財源を確保するため、古本や着なく
なった子ども服など身近なものを活用する寄付
の仕組みを取り入れ始めた。社会全体で「貧
困の連鎖」解消に取り組む環境づくりの一環
で、欧米で一般的な「寄付文化」の広がりをめ
ざすが、安定的な収入につなげるには課題もあ
る。政府は、子どもの貧困対策を進める自治
体への「地域子供の未来応援交付金」として
２０１７年度補正予算案に６億１千万円、１８
年度当初予算案に１億５千万円を計上。松山政
司・１億総活躍担当相は先月２２日の記者会見
で、「初めての当初予算化を達成し、地域の実
情に即した取り組みを継続的、安定的に支援で
きる形ができた」と強調した。政府は教育費軽
減や住宅確保、親の就労支援などを行ってき
た。だが、子どもの貧困率が１３・９％にのぼ
る中、対策の充実強化にはさらなる財源が必要
で、実情に応じた柔軟できめ細かな対応も求め
られる。そこで力を入れるのが、官民による
「子供の未来応援国民運動」の一環として１５

年に創設した「子供の未来応援基金」の活用
だ。内閣府などは１６年１１月、古本販売の
「バリューブックス」に古本を送ると、査定額
の全額が基金に寄付される「こどものみらい
古本募金」を開始。昨年１０月には、子供服
のリサイクルを手がける「キャリーオン」に
よる子供服を活用した寄付を始めた。ＮＴＴ
ドコモのポイントサービス「ｄポイント」な
どによる寄付も可能だ。基金には昨年１１月
末現在、延べ６５５７の個人・企業などから
約９億３２００万円が寄せられた。このうち
約３億１５００万円がＮＰＯなど８６団体に
よる学習支援や「子ども食堂」といった草の
根の活動に充てられた。ただ、４億円は１人
の個人からの寄付で、内閣府の担当者は「基
金を通じて安定的に支援を続けられる状況に
はまだない」と話す。一方、「ふるさと納税」
の寄付を貧困対策に役立てる自治体もある。
文京区は官民共同で、困窮する子育て世帯に
食品を定期的に届ける「こども宅食」を開
始。返礼品はないが、昨年１１月末までに約
４７００万円が集まり、同年１２月末までの
目標額２千万円を上回った。貧困対策は中長
期にわたって継続的に実施することが重要だ。
東京大学の武川正吾教授（福祉社会学）は、「国
民が貧困問題の深刻さを認識し、寄付するこ
とは重要」としたうえで、「貧困対策は国の社
会保障制度の枠内で対応するのが基本だ」と
指摘する。

■ 2018/1/16　【 朝日新聞】
教科免許ない授業、運用指針作成へ
文科省が検討

中学校や高校での人手不足などから、教科の
免許を持たない教諭が授業を担当する「免許
外教科担任」について、文部科学省はガイド
ラインをつくる検討を始めた。１５日に初会
合を開いた有識者会議で各自治体の状況を調
べ、２０１８年度中に結論をまとめる方針だ。
中学と高校は教科ごとに教員免許が必要だ。
山間地や離島などの小規模な学校で教諭が
配置できなかったり、病欠や育休などで教諭
が休んだりする場合に備えて「免許外教科担
任」が例外措置として認められている。しか
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し、近年は「発達障害のある子や外国籍の子
への指導」「少人数教育」のほか、「教員間の
持ち時間を平準化する」などの理由から、免
許外教科担任を認める事例が出てきた。課題
を抱えた子どもに多くの時間を割いたり、教
員の多忙化を防いだりする狙いだ。免許外教
科担任は、専門的な知識のない教諭が授業を
することになり、文科省は「安易な許可」を
しないよう呼びかけてきた。その一方、文科
省はこれまで明確な運用基準を示しておら
ず、一律禁止も現実的でないため、ガイドラ
インを作成することにした。免許外教科担任
が認められた件数は１９６５年度には７万件
を超えていたが、近年は１万１千件程度で推
移している。２０１６年度は全国の中高で
１万９５０件で、最も多い北海道が１２８３
件に上る一方、最少の埼玉県は４件にとどま
るなど自治体ごとの差も大きい。教科でみる
と、中学は技術、家庭、美術、高校は情報、公民、
工業、地理歴史で多い。１５日の会議では、
鹿児島県や長崎県などの教委の担当者が現状
を説明。採用の際に複数教科の免許を持つ人
を優遇するといった対策や、「離島の教員定数
を見直してほしい」といった意見が出た。

■ 2018/1/17　【 朝日新聞】
認可保育園移行、補助金増額へ　厚労省

厚生労働省は新年度から、職員数などが国の
基準に満たない「認可外保育園」が、基準を
満たす「認可保育園」へ移行するのを促すた
めの補助金を増やす。認可外に通う子どもは
一部を除き待機児童にカウントされるため、
「認可化」を加速させ、待機児童ゼロの目標
達成につなげる狙いだ。認可園は基準は厳し
いが、人件費などの運営費に対し、公的な補
助金が多く出る。一方、認可外園には運営費
の補助は原則ない。認可外園の認可化は、新
たに認可園をつくるより不足する保育士や土
地の確保をしやすい利点がある。認可化を促
す補助金は今もあり、おおむね５年以内に認
可化する計画を市区町村に提出すれば、職
員に占める保育士の割合や子の年齢に応じ
て、子ども１人あたり１万２千～１０万７千
円が補助される。計画期間内に認可化しなけ

れば、補助金は原則返還する必要がある。こ
の補助金の算定方法を見直し、認可園への運
営費補助額の３分の２まで支給する。補助
金は今より、定員３０人規模の園で２割ほど
増えるという。認可化の補助金は、新年度政
府予算案に今年度より約５億円多い約５０億
円を計上しており、関連法も改正する方針
だ。認可園などの認可施設は１７年４月現在
で３万２７９３施設、認可外園は１６年３月
時点で１万１４８４施設ある。１５年度中に
１１８９施設が認可化した。政府は、２０年
度に本格的に始める幼児教育無償化の対象に
認可外園を含める方針だが、国の基準を満た
さない施設を推奨していると受け止められる
懸念もある。今回の補助金の増額は、あくま
で認可園を重視する姿勢をアピールしたい狙
いもある。

■ 2018/1/20　【 朝日新聞】
里親政策の新目標、
都道府県に達成求めず　厚労省が検討

厚生労働省は、児童虐待などで親元で暮らせ
ない子どもの里親委託率の新たな数値目標の
達成を、実際に里親政策に取り組む都道府県
には求めない方向で検討に入った。「就学前の
子どもの７５％以上」などとした目標に、関
係団体が実現のハードルが高いなどと反発し
ていた。国の目標としては維持する方針だが、
実質的に形骸化しそうだ。厚労省は昨年８月、
家庭で育てるのが難しい子どもは、児童養
護施設などの施設ではなく、家庭環境に近い
特別養子縁組や里親への委託を優先する新目
標を決めた。具体的には３歳未満は５年以内
に、３歳から就学前は７年以内に里親とファ
ミリーホームへの委託率を７５％にするとし
た。厚労省は児童相談所などを管轄する都道
府県に対し、新目標の達成を目指した実施計
画を策定してもらう考えだった。ただ、里親
委託率は２０１６年度末で１８・３％にとど
まる。また、政令指定都市別でみると、新潟
市が５１・１％に対し、堺市が８・３％など
取り組みの地域差が大きい。このため、全国
児童相談所長会や全国児童養護施設協議会な
どが「目標値が高すぎて現場が混乱する」な
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どと反発。都道府県の実施計画の見直し方法を
議論する厚労省の有識者委員会でも、「地域の
実情に対応できる仕組みが必要」「目標値あり
きで実態を無視して一方的に里親委託を進めて
はならない」などと慎重論が相次いだ。有識者
委員会は近く、今の実施計画を上回る数値目標
を掲げればいいとする見直し要領の骨子をまと
める。厚労省はこれを受け、都道府県に１８年
度末までに計画を見直すよう通知する方針だ。
一方で新目標が掲げる家庭的な養育を優先する
ことを基本とする考えは変えず、新数値目標も
維持するという。

■ 2018/1/20　【 朝日新聞】
公立小中、独自配置の教員１万人
多忙化解消など図る

全国の公立小中学校で、国が決める教員定数と
は別に、都道府県・政令指定市の教育委員会が
計約１万人の教員を配置し、７年前と比べて約
３割増えていることが文部科学省のまとめで
分かった。教員の多忙化が問題となるなか、独
自に取り組んでいる結果だ。朝日新聞が各教委
を対象に行ったアンケートでも、８７％にあた
る５８教委が「多忙化の解消のためには、教員
数の増加が必要」と答えている。教員定数は毎
年、５月１日現在の児童生徒数や、いじめ・不
登校といった事情を考慮して国が決定し、人件
費も３分の１を国庫で負担している。２０１７
年度は定数が５８万１４２３人で、政府の１７
年度予算では事務職員らの分を含め給与費とし
て１兆５２４８億円を盛り込んだ。ただ、実
際には各教委が国の定数では不十分だと判断
し、独自の予算で定数を超える教員を配置して
いる。文科省によると、１７年度は９９９７
人。全教員の１・７％を占め、１０年度と比べ
２４７６人増えた。独自配置が増える理由の一
つに、少子化に伴って教員の定数が減っている
ことがある。定数と独自配置分を合わせた教員
数は１７年度に５９万１４２０人で、１０年度
と比べ４０８１人減。一方で、授業時間数が増
え、特別支援学級への配置や外国人児童の増加
などで教員の業務は増えている。文科省が１６
年度に行った調査では、公立小中学校の教諭の
勤務時間が１０年前と比べて１日あたり３０

～４０分増え、「過労死ライン」に相当する働
き方をしている教諭は小学校で３４％、中学
校で５８％に上っていた。文科省は教員の業
務見直しを進めると同時に、１８年度の教員
定数は小学校英語やいじめなどに対応するた
め、１５９５人増やす予定。ただ、抜本的な
人数の増加は難しい。朝日新聞が昨年１２月、
４７都道府県と２０政令指定市の教委に行っ
たアンケートでは、多忙化解消のために３教
委が「教員の増員」、５５教委が「業務の削減
と合わせた両方」が必要と回答した。「教職員
の定数改善が不可欠」（石川県）や「業務の効
率化、削減は必要だが、国による教員定数の
拡充も合わせて必要」（札幌市）との声が出た。

■ 2018/1/22　【 朝日新聞】
教員の残業規制、５０万人署名
過労死遺族ら、文科省に

教員の長時間労働が問題になるなか、研究者
や過労死遺族らでつくる「教職員の働き方改
革推進プロジェクト」が２２日、教員の残業
の上限規制などを求める、５０万人余りの署
名を文部科学省に提出した。文科省は昨年
１２月、教員の勤務時間の上限を示すガイド
ラインをつくる方針を決めたが、グループは
「法的拘束力がなく、根本的な解決にならない」
と主張している。署名は昨年５月から、ネッ
ト上などで呼びかけ、５０万１４００人分が
集まった。この日の要請書では、残業代を出
さない代わりに基本給の４％を上乗せする教
員給与の仕組みが長時間労働につながってい
るとして、関係する法律の見直しも求めた。

■ 2018/1/31　【 朝日新聞】
提訴「最後の手段」　差別や時間、
救済の壁　不妊手術強制

旧優生保護法の下、不妊手術を強いられたと
宮城県の女性が声を上げた。同法が改正され、
強制手術の規定が削除されたのは１９９６年。
国連の委員会や障害者団体は補償や調査を求
めてきたが、国は応じてこなかった。原告側
は提訴の意義を、「国が救済の仕組みを作らな
い。最後の手段だった」と訴えた。原告の女
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性が手術を受けてから４０年超、なぜ声を上げ
られなかったのか。義姉は会見で「周囲の差別
的な視線があった。家族がひた隠しにして、義
妹を病院に連れて行った。そういう思いがつら
い」と明かした。手術記録が破棄されたり、個
人情報保護の観点から第三者に開示されなかっ
たりしたことも、救済の壁になっている。もう
一つの壁は「時間」だ。女性が手術を受けたの
は１５歳の時。原告側は、国が民法の「除斥期間」
の適用を主張することを懸念する。不法行為が
あった時点から２０年が過ぎると、損害賠償請
求権が消滅する規定だ。新里宏二弁護団長は「除
斥期間の適用は信義則に反する。あくまで補償
の枠組みを作らずにきた国の不作為を争点にし
ていきたい」と話す。一方、最高裁は９８年、
２０年以上前の予防接種の後遺症をめぐる訴訟
で、「単に時の経過で賠償義務を免れさせるの
は著しく正義・公平に反する」と指摘。除斥期
間が過ぎても例外的に請求権は失われないと判
示しており、裁判所が今回、除斥期間をどう判
断するかも焦点になりそうだ。海外では国が救
済制度を設けた例がある。ドイツは３４年に施
行された「遺伝病子孫予防法（断種法）」で障
害者らが不妊手術を強制され、東京大大学院の
市野川容孝教授によると、４５年までに対象者
は４０万人に上った。ただ８０年、戦争被害を
補償する法律を断種法の被害者にも適用するこ
とが決まった。二文字理明・大阪教育大名誉教
授によると、スウェーデンでも３５～７５年に
約２万７千人が被害に遭ったが、９７年に実態
が明るみに出ると、１人１７万５千クローナ（約
２４０万円）を支給する法律が９９年に成立し、
約１６００人が支給を受けた。




